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○FFSHORE(NORCだより）

創刊のころ
大儀見雲

’

艇1109隻（含会友艇310),会員数3191と比較して見る

と，わずか13年の間に，日本の外洋ヨットも随分発展

したものだと思う。

確かに，数も増えたには違いないが，一方外洋ヨッ

トの質的な面を見ると，一層目覚しい躍進がある。

1970年当時の新艇登録は600番台からようやく1000番

台にさしかかったころである。この年(1970)の10月

に発行された「NORCだより」第2号の新登録艇の

紹介には,670<RocINANTEm>(大口一英オーナー，

SparkmanStephensの優雅な古典的ヨール),678<波
勝Ⅱ〉（加藤鶴喜知),1038<妙義Ⅱ>(八木進),1039

<TOSHIU>(窪山善右衛門）などのSK-31クラス

が見える。当時SK-31クラス全盛時代であり，渡辺

修治さん設計のこのクラスの発展のベースになった

616<REDSHARK>(関根久),617<足柄>(今も活躍中，

福永昭）が全レースに出場して目覚しい活躍をしてい

た。同じSK-31の改良型として1000番のく月光>(久

保田正敬）がデビューしたのもこの時期だ。

小型の方では，戦後初の小型クルーザー量産艇とし

て，発売当初からよく売れたBLUEWATER-21と，

ひとまわり大きい姉妹艇,BLUEWATER-24とがや

はりこの年の新艇として多く登場している。

また，1969年の第一回太平洋シングル・ハンド・

レースで総合2位の成績だった，フランスのテルラン

の愛艇<BLUEARPEGE>(DUFOURの1/2トン）が

677(AOLELEW>として大活躍をしていたのもこ

のころだ。

それまで不定期に発行されていた「NORCニュー

ス」では十分な機能を果たせないということで，会報

を定期的に刊行し，会の重要な事業として本格的に取

り組む方針がだされたのは，ちょうど13年前,1970年

のことである。

この時点では，年6回（隔月刊）がやっとであり，

「NORCだより」として創刊号が,1970年6月に発

行された。この体勢は1977年に，毎月発行の

「OFFSHORE」として新生するまで維持された。ひ

と口に，定期刊行といっても，専従のスタッフはなく，

NORCの他の事業と同じく担当委員全員本業をかか

えての手弁当では，関係各位の相当な努力と熱意がな

ければ到底事業として維持できるものではない。この

機会に現在まで，こつこつと目立たない縁の下の力持

ちとして「NORCだより」→「OFFSHORE」を育

てていただいた関係各位に心から感謝したいと思いま

す。

NORCの良き伝統は会報のみならず，「誰かがやっ

てくれるだろう」といった他力本願の姿勢ではなく，

やる気ある会員が自ら時間をさき，知恵をしぼり，汗

を流して，手造りの仕事をやることにあると思うのだ

が,｢OFFSHORE」もこの伝統の良き一事例である

ことが，今，過去13年間のその業績を振り返って見る

と痛感させられる。

「NORCだより」創刊の1970年はどういう年だった

のか？創刊号に当時の会員数などの表が出てるが，

登録艇は291,会員総数1152．現在，それぞれ，登録
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昭和58年7月15日第100号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1969年にシングル・ハンド・レースで1位となった

のはフランスのエリック・タバルリの<PEN

DUICKV>だが，貿易風帯を追手で走るために，こ

の条件に合わせた極端なデザインの艇だったが，40日

を切ったこのタバルリの記録は今だに破られていな

い。このレースが，後に1975年の沖縄海洋博1981年

の神戸ポート・アイランドの第2回，第3回のシング

ル・ハンド・レースの原点となったものである。第2

回の日本からの顔ぶれは戸塚宏，武市俊，堀江謙一，

多田雄幸，小林則子などであり，今なおそれぞれの分

野で活躍し，それぞれに話題を提供しているのはご存

じの通りである。

1969年には<cHITAm>がTRANSPACに出場し，

マストを折ってジュリー・リグで，大きな日の丸をか

かげて完走し，大いに気をはいた。

同じこの年には，初代の<VAGO>(640武田暘信）

が進水し，そのままシドニー・ホバート・レースに日

本として初出場。79艇中総合21位というまずまずの成

績をあげて,南半球で｢日本の外洋ヨット，ここに在り」

と初名乗りをしている。

このころの日本の外洋ヨットを見回して見ると，世

界的水準の本格的レーサーとしては，当時デザイナー

として第一人者だったスパークマン・ステフェンス設

計のワントン艇(旧RORCルールによる)600番のく竜

王〉（陳秀男）と，前記シドニー・ホバート帰りの

<VAGO>の2隻しかなかったと言っても過言では

ない。

事実,｢NORCだより」創刊号に記録されたレース

記事の見出しは，「第1回初島レース,<VAGO>が

完全優勝｡｣。このレース2位はく竜王>’3位<Red

Shark>(616)。次は「第4回大島回航レース,<VAGO>

が完全優勝｡｣。これは2位が今も現役で健闘中のく飛

車角Ⅲ>(610)。そして，「第4回八丈島レース,<Miss

Sunbird>完全優勝｡｣｡このレースはく竜王>と<VAGO>

がデッドヒートで全コースを走り,<VAGO>は2着

だが，修正3位，〈竜王〉が2位。そして4回の相模

湾ポイント・レースはく竜王〉が1位,<VAGO)2位，

3位<RedShark>といった調子である。

やはり，ちょうどこのころが日本における本格的外

洋レーサーの発展のはしりだったといえるだろう。日

本で初めての本格的外洋レースとしての八丈レースも

4回目となり,1965年にワントン・カップカ;,オフショ

ア・ヨットとしては初めて単一レーティングによるス

クラッチ・レースを採用したことに刺激されて，日本

でもようやく，クルーザー・レーサーの時代から本格

的レーサーへと脱皮するという時代にさしかかってい全

たといえる。

世界の外洋ヨットでのトップ°・レベルのレースとし

て定着していたファーストネット，シドニー・ホバー

ト，あるいは，バーミューダの各レースに比肩し得る，

シビアなレースとして沖縄レースが登場するのは2年

後,1972年のことだが,このレースの企画はシドニー・

ホバートヘの初参加が直接のキッカケとなっていたの

だ。

もう一つ，この年で特筆すべきことはIORが初め

て世界共通のレーティング・ルールとして採用された

ことであり，日本でも，いち早く同ルールへの切り替

えが行われ，世界の檜舞台で外国勢と互角の勝負を目

指すための基本的条件の一つが整えられたことになっ

た。

<MissSunbird> <VAGO>
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このように，ここ13年間の日本の外洋ヨットは質量

とも，飛躍的に伸びてきた。しかし，一方ではレース

派とブルウォーター派をどう両立させるかといった，

古くて新しい問題は現在でも重要なテーマのひとつと

してひきつづき生きていることも事実だ。

創刊号に「WAY」のペンネームでこのテーマにつ

いて,｢NORCは世界的に有名になるような，外国か

らも多数参加してくるようなレースを年にl～2回や

ればいいので，その他はNORC傘下の各フリートな

り（で）……ドングリの背丈に合わせてやればいいの

では･･…船齢5年以上の木造艇クラスのレースなども

いいわけ」ではないかとの提言をしている。「良いこ

といってるな」と思うのは小生のみではないだろう。

桝………………NORC外史…
’

昔の話いろいろ
ﾂ
ﾀ
9

幸違一延幸､今､幸塾幸豊－通今､今､学､今塾幸塾一、

’‐‐－‐‐‐~‐‐・一－ 1

昔の話いろいろ，
， ﾘ
ﾂ
ﾀ ﾀ

L,…壜－-NORC発足以前のころ－－……』

始めてT.C.Fを採用

T"CF(TimeCorrectingFactor)を採用した初め

てのレースは,1951年に行われた第1回シルバー・

カップ・レース（逗子～初島～大島～逗子の110マイ

ル）である。前年の日米親善レースに刺激されてか，

エントリーは17隻と大盛況であったが，日本艇はくさ

くら〉（日本大学)，〈アルゴノート〉（慶応大学)，〈し

おかぜ〉の3艇のみであった。

TCFに関しては初の試みで，納得のいかない部

分があったようだ。当時の戦評にも2位となったくア

ルゴノート>が｢気の毒に感じられた｣と記されている。

〈レディ・バーバラ号〉の記録

NORC発足の前年の1953年，西太平洋を縦断した

くレディ・バーバラ>号の記録が｢舵｣誌に残っている。

戦後としては初の海外へのクルージング記である。

船主のヘンダーソン夫妻以外は，佐藤武久，遠藤福

次，矢谷常雄の各氏が乗り込み，横須賀～マニラ間を

19日間をかけての縦断だ。

2本マスト57ftの同艇の航海はトラブルの連続

だったようで，また，マニラ近海では海賊が出るとお

どかされたりと,比つこうスリルに富んでいたようだ。

帰路は本船を利用したが，丸ひと月かかって，よう

やく鳥取県の境港に着くという，のんびりとしたもの

であった。

コットン・セール全盛のころ

終戦直後のコットン・セール全盛のころ，メンテナ

ンスにはだれしも苦労したようだ。そのころの雑誌

「舵」を読むと，

「……，簡単な（セイルの）防水法としては，まず

セイルを洗濯し，樽かたらいの中に，セイルが十分浸

かるだけの水を入れ，その中へ酷酸50グラムl壜を入

れ，次に粉末生ミョーバン50グラムl壜を入れてよく

(5）

混合し，その液が牛乳のような色になった時にセイル

を静かに浸け，時々天地上下して12時間くらい浸け

た後，引き揚げて干し上げる｡j

とある。まるで理科の実験のようだが，効果のほどは

どうだったのだろうか。

日米親善ヨット・レース

戦後初の日米親善外洋ヨット・レースは1950年の7

月に開催されている。

コースは横浜～大島間で，アメリカ4隻，日本1隻

のエントリーがあった。しかし，アメリカ側は，朝鮮

戦争の影響でクルー・メンバーの確保や準備時間の確

保がままならず，2艇不出場2艇スタート後棄権と，

完走した艇はいなかった。必然的に優勝は日本となっ

たが,このときの艇が慶応大学ヨット部のくアーゴノー

l>(28ftスループ)。

ちなみに，レース海況は，「最大風速15メーター，

観音崎南方におては怒涛が狂奔し，しかも向かい風と

いう最悪のコンディション」と記録されている。

初めて輸出された外洋ヨット

日本製の外洋ヨットが，初めて輸出されたのは1950

年のこと。

まず18ftスループ〈チーク・レデイ〉号が，「丸は」

ヨット東貿易株式会社造船部で建造され，アメリカへ

送られている。「同型艇がサンフランシスコ～ホノル

ル間を30日間で横断した実績がある」と記録されてい

るので，設計はアメリカのものであろう。

次に，東造船製作の50ftヨールと28ftスループ各

1隻が，この年の8月にアメリカ市場向けのサンプ

ル．ボートとして船積みされている。50ftヨールは

フィリップ・ローデス設計であったが,28ftスルー

プは東造船設計であり，純日本製外洋ヨットの輸出第

1号であろう。
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本誌100号記念にあたって，世界の海

を文字通り縦横に走り回っておられる著

名なセーラーの方々にお集まりいただ

き，話をしていただきました。

さて，今回は，船が荒海の中で90度，

180度，360度と転倒した時，何を考え，

どのような行動をとったのか……その豊

かな経験の中から語っていただいた。 全一一.一一一：

左：畠中氏，右：武市氏

たみたいです。

大儀見波が正面から来たんですね。それでマストが

折れたのはいつごろですか？

堀江10月6日ごろだったと思います。そしてジュ

リーリグで朝から走り出して，その次の日だったと思

いますが，風が強くってジュリーリグのセールをおろ

して走っている時“ドーン”です。

歌田それはいっきに裏返ったんですか？

堀江はい，裏返ってしまいました。そして約10分ぐ

らいそのままで安定していました。今回の航海では日

本を出て八丈島の近くでキールオーバーを1回やって

います。船内は荷くずれが起きた程度ですが，2回つ

づけてやったのは初めてです。やる時はやるもんです

ね。マストがない方がやりやすいんですかね。

大儀見常識的にはそんなことはないでしょうね。

堀江ロールがはげしいですね。小松さんがいってい

ましたが「スプレッダーの付け根の所をはずれたり，

ずれたりしないように固定し，また，先を同じように

固定しておけば少々のことでは折れません」とのこと

でしたが……。それと船の中にありとあらゆるものを

積んでいましたね。

ロールオーバーして困ったのは，たとえば紺のシャ

ツと白のシャツ，赤のシャツがあって色が付くんです

よ。ズボンもしかりでハワイに着いてホテルのコイン

ランドリーでの洗濯にはなんと100ドルも使いました。

うちの奥様はヒーヒーいいながらやってましたね。整

頓には一週間はたっぷり使いました。

大儀見堀江さんがロールオーバーされた所から少し

南の所でくソーサリー〉がやってましたね。45度ぐら

いだと思うんですね。ハワイの真北のへんだと思った

けど，あの辺はなんかの時に変な波が起きるんでしょ

うね。61フィートもあるくソーサリー〉がロールオー

バーしているんだから。

堀江私がやはりこわいのはベーリング海の方です

出席者（順不同・敬称略）

堀江謙一一ごぞんじ“太平洋ひとりぽっち”から

20数年，相次いで壮大な冒険にチャレ

ンジしているヨットマンの代表選手。

武市俊一第2回太平洋横断シングルハンドヨッ
トレースに出場。日本の代表的ヨット

デザイナー。NORC理事。

畠中正人一第3回太平洋横断シングルハンドヨッ
トレースに出場。またハワイより42

フィート〈摩利支天〉を日本へ回航中

ロールオーバーに遭う。造船所経営。

大儀見董一NORC副会長。インターナショナル

ジュリー。編集委員長。

薗信雄-NORC編集委員，代議員。J-24オー
ナー。会社社長。

歌田道教-NORC事務局長。ヨットデザイナー。
一

歌田本日は大変お忙しい中をご出席いただきまして

ありがとうごさいます。

堀江どうもごぶさたしております。

大儀見こちらこそごぶさたしています。さっそくで

すが縦回り世界一周のことについてお話を聞かせて下

さい。

堀江最後にきてマストが折れ，一回だけかと思った

ロールオーバーに2回も遭いましてね。ひどいことに

なったものです。

大儀見最初の時はどういう状況だったんですか？

堀江走っていたのですが，グーンといってしまった

んですね。畠中さんの時とちがってセールをあげてい

なければ折れていなかったかもしれませんね。

〈飛梅〉のマストを見たらうちのは電信柱ですよ。

その時のセールはメインが3ポイント（普通の4ポイ

ントぐらい）とフッドのファーリングで，エリアーは

No4ぐらいで上っていったんです。それがよくなかっ

(6）
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たんですが，行きは水が100@も残ったので，帰りは

少な目に積んだところ，水がたらなくなって大変だっ

たといってました。なれには気を付けないと。私の場

合，米でもなんでもたくさん積んでいましたね。

畠中はじめ180度いった時は，何が起きたのかなと

ビックリしますね。ベッドから起き上がってハッチだ

と思ってはずした所がエンジンBOXのブタだったと

か。

堀江私もてっきり入口だと思いましたね。

武市横だおしになってl～2分間でも結構いやなも

のなのに，180度で10分間ともなるといやなもんだろ

うな。

畠中さんはどのへんでひつくり返ったのですか？

畠中小笠原の南東方向200マイルぐらいの所だと思

います。島が近いのではないかとそれが一番こわかっ

たですね。また，堀江さんの無線が入っていて，マス

トが折れた時聞いていましたが，私達と違ってハワイ

までそうとうな距離でしょう。心配しましたね。

堀江ロールオーバーしてわかったのですが，物のぬ

れない所が必要ですね。

畠中そうですね。私が見たところではアフターキャ

ピンのサイドの棚とエンジンBOXの上がいいようで

す。

大儀見ジュリーリグで1700マイルなんてのは最長の

方じゃないの。

堀江そうかもしれませんね。

ロールオーバーすると，バースの下の缶詰や何かが

飛び散って整頓するのに大変なので，ロック式等に

よって固定できるようにしておきたいです。

畠中堀江さんがロールオーバーした時も強い低気圧

が通った時ですね。

堀江1回目のロールオーバーの時には，ジブは

ファーリングしてストームぐらいのエリアとメイン

セールは3ポイント（通常の4ポイント)，上りで帆

走中でした。2回目のロールオーバーはジュリーリグ

での帆走でした。

武市ウィンドベンは大丈夫でしたか？

堀江風が強いので空中ベンは船内にしまってありま

した。使用した空中ベンは合板でしたが，後で購入し

たタイプはアルミ製でボルト1本止めです。合わせた

ことはありませんが合わないかもしれませんね。アル

ミの空中ベンもなかなか折れませんね。

歌田堀江さんのジュリーリグはスピンポールで作ら

れたのですか？

堀江そうです。さいわいなことに上げたステースル

がハンクス式で糸で止めてあるタイプでしたので，ラ

一

左：堀江氏，右：大儀見氏

ね。大陸ダナが大きくって悪い波がありましたよ。

大儀見あの辺は寒いんでしょうね。

堀江ま－ま－，でも，もっと寒い所から来ましたの

で，寒い所ではガスがステーにあたってそれが氷る

んです。それが太くなって何かのショックで落ちてく

るんですね。マストは銀よりも金メッキの方がいいで

すよ。氷がとけやすいですからね。

歌田北極海に出漁する漁船などがよくテスリやデッ

キに付着した氷を割って船の安全を保っていますが，

そのようなことはないのですか。

堀江それはあまりありませんでしたが，もっと寒い

所だとそうかもしれませんね。そうそう船がものすご

く多かったですね。昼間は見えないんですが夜になる

とすごいですね。あちこちが明るくって。

歌田氷の上に乗ったりぶつかったことはあります

か？

堀江ありますね。氷の上に乗り上げるのは角が丸い

氷ですね。上に乗り上げて行ってキールがぶつかって

止まって，しばらくして船の進水式のように後ろへす

べって落ちてゆきますよ。

大儀見確かくソーサリー>の時もストームジブで上っ

ていた時にロールオーバーしていますね。

堀江アリューシャンに着くまでかなりふきましたの

でステースルなどをあげて距離をかせぎました。その

時はウインドベンがこわれていたのでテイラーをに

ぎって走りました。

大儀見ウインドベンは直したのですか？

堀江新しいベンに付け換えました。

大儀見マストが折れた時ステーはどうしました？

堀江ターンバックルからはずして捨てました｡前回，

世界一周の時にワイヤーカッタを持っていったのです

が，今回はおいていってしまったんです。なれは良く

ないですね。

畠中さんの後を走っていたDOU30の人がいってい

（
』
二

(7）
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フの所をプットとして使用していました。どこにでも

そのハンクスを止めることが出来便利でした。

ジュリーリグの立て方は，マストがオンデッキタイ

プで，その部分にシヤックルなどを止めるアイがつい

ていたのでそこにスピンポールエンドを止めて，スピ

ンポールをバウ側にたおして，フォアーと両側のアッ

パーをだいたいの長さに合わせておいてから，バウよ

りポールをかつぐようにして立て，立った後を調整し

ました。

歌田どれくゞらいの時間で立て終わりましたか？

堀江だんどりの時間もいれて30分く’らいで立ちまし

た。学生時代にスナイフ°のマストをよく立てていまし

たから割合早かつたです。

歌田畠中さんの場合はいかがですか？

畠中く摩利支天〉の場合ウィンチがたくさんついて

いますので，ジュリーリグを作るのに楽でした。ロー

ルオーバーしたのは小笠原の手前70マイルぐらいの所

です。私の場合も堀江さんがステースルを上げている

と聞いた（無線）ものですから，それを参考にしてス

トームを上げていました。

堀江僕の場合，ラフをピンと張るためにバックス

テーをゆるめておいてから，ハリヤードを上げてバッ

クステーにテンションをかけてラフを張りました。

武市ジュリーリグで何日間帆走されたのですか？

堀江ちょうど，34日間ですね。

畠中僕等は5日間です。

大儀見ジュリーリグセーリングの最長記録が何日か

わからないけど世界新記録ではないでしょうか。

薗ウィンドブレッドレースのジュリーリグセーリン

グの方が長いと思いますが……。

大儀見そうですね。

堀江ジュリーリグの調整を途中から換えました。

バックステーを2つに分けてスピンポール（マスト）

を風上側に少したおして走りました。75年太平洋シン

グルハンドレースの時，塔載を義務づけられていたバ

ンデントツルースでスピンポールをつなごうとしまし

たが,1本を流してしまい実現しませんでした。

畠中く摩利支天>のジュリーリグは人数も多いので，

少し丈夫な物を作ることができました。バックステー

をとらずにフォアーと左右のアッパーでこれらはすべ

てワイヤーで引っ張りました。スピンポールの上部に

はブロックをつけてハリヤードを上げられるようにし

ました。

堀江ステーに使用したロープがすり切れてしまうか

と思いましたが，最後までもちました。

しまったと思ったのはハリヤードとしてあったとこ

ろがほどけなかったことで，そのあとは3～4回まわ

してからむすぶようにしました。これにより次からは

すぐに取りはずすことができるようになりました。

帆走性能は見かけのアビームぐらいまで上れました。

武市前から吹いてきたらセールをおろすより仕方な

いね。

堀江普通の航海は前進のみなのに10日に1回ぐらい

バックすることがあるんです。普通バックなんかしな

いでしょう。

歌田ジュリーリグでもウィンドで走られたわけです

ね。

堀江そうです。私はウインドベンのありがたみを身

にしみてわかっています。アラスカの一番端から下っ

てくるあいだウインドベンが使用できずひどい目に

あっています。

武市く摩利支天〉の場合,‘波はどちらからでしたか？

畠中あの時はベアポールで流していましたので，お

そらく横波ではないかと思います。その前までは艇速

を落とさないためにがん張っていたのですが，ベア

ポールになっても7～8ノット走ってしまいます。ス

ターンにはロープを流していても操船が不可能な状況

でしたので，ラットを固定しました。私も最初は2回

ロールオーバーするとは思っていませんでした。

武市2回ロールオーバーするケースは多いようです

ね。

堀江デスマストしたあとに，よくロープをプロペラ

などにひっかけるケースがありますが，それはどうで

したか？

畠中それはなかったですね。マストを折る2時間ぐ

らい前の風速は約75ノットぐらいでした。マストを

折った時は室内にいたためわかりませんが，気圧は

びっくりするほど下がって，気圧計がこわれてしまっ

たのではないかと思いました。最低940mbぐらいま

で下がってしまって。それから徐々に上がってゆきま

したが，それでもこわれているのではないかと思いま

した。いつもの気圧までもどってから気圧計が故障で

なかったことがわかりました。

波の状態は夜だったのでよくわかりませんが，あく

る日になって見てみると波がゆったりしていて，ス

ローモーション映画を見ているような状態でした。一

番びっくりしたのはシーラの大きいのが何匹も周囲を

泳いでいて，それが水がきれいなもので良く見えて，

波によってシーラが自分より上の所を泳いでい

る…“．。それを見て思わず“ゾーッ”としましたね。

武市波の状態は，風が強い時には波のとがっている

ところが，あっという間に風でとばされてしまう。波

の頭がわりと丸いんだよね。

堀江75ノットの風っていうのは，波が顔にあたると

いたいんですよね。顔を風上に向けられませんよ。艇

体に石ころをぶつけられたようなバシバシという時

は，ろくなことはないね。

畠中今まで台風に遭ったからといって，65ノット以

上の風があるなんて考えていなかったね。

堀江時々，自然にふところの大きいところを見せつ

けられるとほんとうにドキッとしますね。

（つづく）

(8）
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た｡とにかく，"百間は一見に如かず"の安全フェスティ

バルである。

また，ヨットクラブ2階の展示会場では12時から協

賛メーカーにより最新鋭の電子航海機器や安全備品が

展示され，江ノ島のディンギーセーラーや漁業関係者

など,NORC会員以外の入場者もあり，賑わった。

こういった場を通してのヨットマンとメーカーとの生

の意見交換がフィードバックされ，より良い製品作り

に反映されることを望みたいものである。

14時から会場で，本年度上半期のレース表彰式を兼

ねたビアーパーティーが開かれ，小笠原レース総合優

勝のく青海波〉がカップ°を独占し，参加者の喝采を浴

びた。予想を上回る参加者に，十分に用意したはずの

生ビールもたちまち売り切れとなり，追加にコミッ

テイーはおおわらわの一幕も見られた。

予定の16時，盛況の内に「'83安全フェスティバル」

は終了した。参加艇も各々のホームポートに向け，も

やいを解いていった。

蛇足ながら,マイカーでの参加者は,江ノ島ハーハー

から片瀬海岸まで僅か1Km足らずの間に1時間と

いう，休日の湘南海岸名物の交通大渋滞に遭遇，散々

だったとのこと。係留場所はコミッティーが確保しま

すので，来年はぜひヨットで参加することをお勧めし

ます。

最後に，この安全フェスティバルを後援，協賛いた

だいた下記の各団体，企業およびお手伝いいただいた

江ノ島フリートの皆様にこの誌面を借りて厚くお礼申

し上げます。

後援神奈川県,第三管区海上保安本部,江ノ島ヨッ

トｸﾗプ

協賛古野電気,八重洲無線,協立電波,光電製作所，

日本無線，セナー，トーヨーゴムエ業，藤倉

ゴムエ業,興亜化工,国際化工,大塚食品工業，

エスビー食品（順不同）

6月5日(日)，真夏を思わせる快晴の空の下で「'83

NORC安全フェスティバル」が開催された。会場は，

昨年に引き続き陸海からの参加者に便利な江ノ島ヨッ

トハーバー。この行事も今年で第三回を数え，関東の

ヨットマンにはすっかりおなじみとなったようだ。

昨年は9月に開催されたが，あいにく台風模様の天

気となり，参加者の数も少なく，盛り上がりに欠けた。

その反省も含め，今年からこの「安全フェスティバル」

は夏のシーズン到来を前に，いわばヨットマンの航海

安全を祈る“海開きのお祭り”として行われることに

なった。

このフェスティバルの恒例となったオープン参加の

親善レースは，小網代湾口を9時にスタートした。

SW4mのスピンラン。参加艇中最大の新鋭くゼロ〉

(FRE51)が早くも10時半にファーストフィニッシュ

し，コミッティーを驚かせた。

12時半のフェスティバル開始時には22艇が江ノ島

ヨットハーバーにもやいをとり，陸路からの参加者を

あわせ約300人が会場に集まった。「安全フェスティバ

ル」は東側防波堤での安全備品の実演とヨットクラブ

2階会場での安全備品と航海機器展示の2本立で行わ

れた。

定刻12時30分，参加艇のもやう防波堤上で信号焔，

パラシュート・フレアー，ライフラフトなどの取り扱

い説明がメーカーからあった。それに引き続き，参加

者の手により実演され，また熱心な質疑応答が行われ

た。普段，艇に装備されてはいても，実際に使用する

機会のほとんどないこれら安全備品のデモンストレー

ションは，大変有意義であったとの声が参加者から多

数聞かれた。

300m上空までロケットで打ち上げられる落下傘付

信号の実演は，轟音と白煙に包まれた大変迫力のある

シーンであった。実際遭難時に揺れる艇上でセール

やリギンを避けながら，このようにうまく発射できる

かどうか身につまされる思いがしたのも事実であっ

一

（
）
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▼安全備品と

航海機器展示場

▲防波堤に集まった熱心な参加者たち
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J型

IORMARKⅢ改正点(1982.11)

102．レーティング証書

.3A証書は，オーナーの変更またはヨットに変更を

加えた場合(108.1参照）は無効となる。

以上の変更があった場合は，そのヨットの証書

を発行したRevalidatingAuthorityまたはその

ヨットが係留している水域のAuthorityに直ち
に届け出なければならない。

このAuthorityは無効になった証書を引き上げ

再発行することができる。

.3B上記AのAuthorityは，あるヨットがレーテイ

ング証書の内容と一致していることや，あるい
し

は証書を受けるべきでなかったことを識った場

合は，下記の条件に従って証書を回収しなけれ

ばならない。そして，要請があれば，ヨットの

計測をチェックし，証書を改正して再発行する

ことができる。

1．そのヨットがレースコミッテイーの管理下

にない場合,Authorityは証書を引き上げ，

書類で引き上げの理由をオーナーに通知す

る。

2．そのヨットがレースコミッテイーの管理下

にある場合,Authorityが証書を回収しよ

うとする時は，問題点をレースコミッ

テイーに報告し，レースコミッテイーは

IYRUのレースルールに従って処理する。

､7証書の有効期間はRevalidatingAuthorityの決定
によるが,1年を超えてはならない。

証書は毎年,オーナーからRevalidatingAuthority
あての文書による申請によって，再確認の要求を

しなければならない。

RevalidatingAuthorityは，ヨットがルールのパ

ラメーター上の変更がなされていないことを確認

していなければならず，これがなされない場合適

切な再計測を命令する。

103．計測

NationalAuthorityまたはNationallORMeasure-

mentAuthorityまたはORCから指名をうけた公式計

測員だけが計測することができる。

あるヨットのオーナー，設計者，建造者（全体的の

場合も，部分的な場合も）または，利害関係のある集

団に属する人，コンサルタントをした人，利益をうけ

る人は，そのヨットのメジヤラーまたはアシスタント

メジヤラーになることはできない。またこのことは，

支払いの有無にかかわりなくレーテイングの値に関す

る，いかなる相談，忠告についても当てはまる。

(10）

オーナーの責任（義務）

106.本ルールによる証書は，オーナーの署名がなけ

れば有効ではない。オーナーは署名することにより，

このルールにより生ずる責任を理解したことを意味す

る。

順法(Compliance)の責任。オーナーは本ルールに

従い，ルールを守ることに対して第一義的な責任を負

う。もし，レース中オーナー不在で他の責任者が運航

している場合は，その人はオーナーと同等の責任を負

わなければならない。

オーナーの義務は次の三つのカテゴリーに分けられる。

l.計測前と計測中の義務(107)

2．計測後の責任(108)

3．レース中の責任（109）

108。計測後のオーナーの責任

F.すべてのメインスル，スピンネーカー,LPG

がl3Jより大きいすべてのジブは,ORCの公

式スタンプ(officialORCstamp)を押し，ルー

ルできめられた寸法(controlleddimenSion)

をマークしなければならないが，その確認は

オーナーの責任である。またこれらのセールと

マークされた寸法がその艇の証書に記載された

寸法のリミット内に入っていることを確認する

のもオーナーの責任である。

109．レース中のオーナーの責任

,2ｴﾝジﾝとブﾛぺﾗｰ

レース中にエンジンを運転する場合，プロペラ・

シャフトが回転しないことを確実にすることは

オーナーの責任である。

801．総論（セール計測）

すべてのセールは，計測時の状態と矛盾しないやり

方でセットし，トリムしなければならない。

､1本ルールとIYRUのレースルールと,National

Authorityの見界に不一致があるかもしれない。

その場合はIORルールが優先する。

本ルールで計測されるヨットに対しては，1979年

のIYRU計測指示書の次の箇所が適用される。

Sectionm;

1.Construction1.1,1.5,1.6,5

2.Mainsai12.1,2.1.2,2.2.4Appendix4

を見よ

全

一
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3.Headsail3.1と5.1の最初のパラグラフ

､2セールの計測とマーク

すべてのスピンネーカーとメインスルと,LPG

が1.3Jより大きいすべてのジブは計測し，マー

クしなければならない。メジヤラーは,National

Authorityが発行したORCが認めたスタンプに

下記の寸法を記入し，日付と署名をしなければな

らない。

その寸法は，

メインスル:HB,BLP,MGU,MGM

ジブ:LPG,ラフ

スピンネーカー:SL,SMW,HBS

メジヤラーは，スタンプ°によって，セールが

IORの制限内に入っていることを明示する。

この手続きは1983年3月1日以降に届けられる新

セールに適用される。

1985年1月以降はすべてのセールに適用される。

802．各種の制限

,6リギンの調節

B.荷重のかかっているフォアステーの長さを調節

する装置は許されない｡普通のターンバックル，

トッグル，リンクプレートは用いてもいいが，

レース中に調節してはならない。また，偶然に

も調整できないように，ロックするか縛ってお

かなければならない。マストはバックステーを

ゆるめた時,動かないよう安定させるため,へツ

ドセールハリヤードと適当なウィンチを使って

締めてもよいが,他の方法を用いてはいけない。

ジブステーの張力を測る装置は認められるが，

それをステーの調節に用いてはならず，5ミリ

以上のストロークがあってはならない。

C.安全のために必要な場合を除いて，レース中は

いかなるリギンも調整してはならない。ただし，

インナーフォアステーでマストへの取付部の高

さがシアーライン上0.251Gから0.751Gのも

のと，メインバックステーとランニングバック

ステーはこの限りではない。

D.上記Bの例外は，マストヘッドリグで，すべて

のスプレッダー､がはっきりと後にスウイープし

ている場合である。この場合，レース中にフォ

アステーを調節してもいいが，マストより後部

にあるステーを調節することはできない。

､7レース中,ハリヤードメッセンジャーは許される。

.81984年1月1日から,aramaticpolyamidesや

カーボンファイバーや，他のhighmodulusfibre

をセールに使うことは，全体的にも部分的にも禁

止される。

806．デッキの高さ

､1セール面積計測の基準線としては，マストの真横

のシアーラインを用いる

．2メインスルヘッドのペナルティー

P+BAS-0.04B+TCIが0．961より小さい場

合，その差をPに加えてPCとする。

3ヘッドボードペナルティー

HBが,0.04Eか0.5ft(152ミリ）の大きい方よ

り大きい場合，超過分にP/Eを掛け,Pに加え

てPCとする。

.4ブームの深さのペナルティー

BDが0.05Eより大きい場合，超過分をPに加え

てPCとする。

848．メインスルのペナルティ－

.2MGULとMGMLは，メインスルガースのノン

ペナルティーリミットである。

MGUL=0．28E+0.016P+0.85ft

MGML=0.5E+0.022P+1.2ft

MGUがMGULより大きいか,MGMが

MGMLより大きい場合，超過分の長さをアッ

パーバテン(BLI)に加えるが，その値は,.3の

制限を超えることはできない。

､3バテンの長さは下記以内とする

アッパーおよびロワーバテン:0.10E+1．0ftま

たは0.16Eの大きい方

中間バテン：0．12E+1.0ftまたは0.18Eの大き

い方

超過した場合は，トップバテンの超過分と，その

他のバテンの超過分の和のl/6を加えた値にP/E

を掛け,Pに加えてPCとする。

850．メインスルのミニマム・レーテッド・セールエ

リァ

RGF(レデューストガースファクター）

メインスルのガースが，ガースのリミットより小さ

い場合,RGFは，

RGF=(職曲糀触捌:M",
であらわされる。RGFの値は,1．0より大きくは

とれず，0．83より小さくはとれない。

849.で計算したRSAMが,0.094(IC)2より小さい

場合,RSAM=0.094(IC)2×RGFとする。その他

のすべてのケースではRSAMはRSAM×RGFを

用いる。

1隻のヨットは一つのメインスルによってレーテイ

ングを持つ。

一

《
〉
三

MARKmA

1103．|ORMarkmAレーティングの適用資格

､2ハルデートが12/1980またはそれ以前のヨットは

MarkmAレーティングを適用される資格があ
づ

③o

ハルデートが12/1972以前のヨットはDiv.1

ハルデートが1/1973から12/1975のヨットはDiv.

2

ハルデートが1/1976より新しいヨットはDiv.3

(11)
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MarkllIA(1983.1.1)
1108

Div31/1996以降12/1980DivlHullDatel2/1972以前 Div21/1973～12/1975

DLFA=0.98+5.54×(BDR-0.94)1.92DLFA=0.98

但し,1.1より大きくはとれず

0.98より小さくはとれない。

但し，0．5(1+DLF)より大きく

はとれず,0.98より'1､さくとって

はならない。

1．DLF

0.375BCGF+0.963
CGFA= CGFC= －0．5

CMDI+MDI+OMDI-.-

但し，1．Oよ')大きくはとれず0.5よl)小さくはとれない。

2．0

2.CGF

CGFA=CGFC(CGF-0.968)+0.968

全CBFA=CBFセンターボード艇では

CBF<1.0の場合

CBF>1.0の場合

3.CBF ９９
０
０
１
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ

SHR>15．5なら

SCFA=SCF

SHR≦15.5なら

SCFA=1．0+0.024(SHR

－15．5）

SCFA=SCF ｊＰＬ

×
Ｏ
Ｃ
’

’十ＣＥ×ハレ

郡
一

Ｐく５
．
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０

Ｒ
Ａ
卒

０弘
朋
応

Ｍ
Ｓ
’
而珂Yg 1ｺーーヘ

ダ

､/B±MDIA
L

30．48

SCFA=1.0+0.04(SHRA-15.5)

但し、1.0ckJ)小さくとれない㈹

1109．セールバリュー(SCA)ヤードの末端は，使用状態の位置に置く。ハリ

、1ルール1105～1107によってSAを与えられるヨッ ヤード1本だけ，トッピングリフトとして用い

卜ではSCA=SA×SCFてもよい。

、2その他のヨットでは、2シート類，ガイ類，いつもスパーに取り付けて

SCA=S×SCFA使わない動索類や，帆走中に用いる取り外し可

1111．レーティングA(RA)能のデッキギヤーはマスト後部のキャビン床上

RA=MRA×EPF×MAF×SMF×LRP×CGFAに置く。
xCBFAルール202.20

ただし,RAはRより大きくはとれず，また，全文を抹消して書き換える

0．85Rより小さくはとれない。0.船外機をエンジンとしているヨットは，レース

Hulldateがl/1982以降のヨットのRAは0.968Rよ中,その船外機を積んでいなければならないが，

り小さくはとれない。適当なロッカーまたはマウンティングブラケッ

トが必要である。その格納場所はレース中も計

くアメンドメントリストNo.3>測時も同じでなければならない。船外機の格納
ルール202.2A場所は,1983年1月1日以降傾斜試験を行う

全文を抹消して次の文章とするヨットは，前方マストより前に置くことはでき

A.lヨットは，完成しており，帆走可能の状態に艤ない。

装されていること。タンクの状態は,Iによる

レース中に使用するすべての静索と関連艤装品ルール339

は，正常の位置に取り付ける。最後の行を抹消して書き換える

マストの前方にある動索と，すべてのハリヤーBDRの値は，ルール340では1.0,ルール1108.1で

ドリフトはマストの根本に取り付けて固くしめは0.94より小さくとってはならない。

る。マストの後方にある動索は，使用時の最もルール833.1.C

後の位置にとめて固くしめる。すべてのハリ全文を抹消し，書き換える

(12)
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C.ルール817のスピンネーカーの定義に抵触するけ

れど，計測済のルール812のbonafidejib(善意
のジブ）を，下記のどちらかの場合に限って，ス

ピンネーカーのルール833.1.A,833.2のやり方

でセットし，展開することができる。

l)荒天下，フォアトライアングルにセールがなく，

見掛けの風向が後ろから横の場。

2）レース中，すべてのスピンネーカーが破損し，

修理不能の場合。

ジブはタックからクリューをスピンネーカー

ポールにセットしてもよい。

ルール323.C(ButtockHeights)
新ルール挿入

.41983年以降,AIGSの断面で,0.1Bと0.2Bの

バトックの間の曲線の曲率半径を,ORCゲージ

で計測しなければならない。

ゲージはAIGS断面内の船体表面に直角に置い

て測る。両舷を測り，ゲージの読みの最大値を

BRT(バトック曲率テスト）ミリと記録する。

ストーム・ジブ1枚（面積MSAが0.051G2

以下，ラフが0.651G2以下のもの）

ヘビー・ウェザー・ジブ1枚〔その目的に適

合した強度をもつクロスで，面積が0.1351G2

以下で，最も大きなジブと同じ方法であげら

れるもの（例えばラフ・テープまたはハンク

スを回して）リーフポイントのないもの｡〕

895.2．表のレーティングという文字をR値に変更

601.3．全文削除し，、4を.3にする

ルール812.2.B

最後の行を書き直す。

ハンクス以外の，すべてのフォアステー取り付けの

デバイス（ただし，承認された）はルール814のFSP

として計測される

セール・スタンプの例

SpecimenofSailSIamp(ForU.S.A.MeasurerNo.337)
TobcsluckinsidcFr〔)ntCover．

口込

Ｔ
Ｉ
Ｉ

罰轄鐘睡

１
１
１

画
悶

U

h 亜
■
■
■
■

measu『e『:－

337ORC US
Appendixl
ページ2に次の項を加える

FM0.0000の下にBRT0.000を加える

SATC0.0000の上にRGFO.000を加える

データの下辺に

SAILLIMITSR=0.0feet

JIBSOSPINNAKERSO

を入れる

895.1．予備のメインセール1枚(851.2に従う）

ストーム・トライスル1枚(851.3に従う）

ツロソy SIGN印

日
日
Ⅱ

｡

10cm

’ ’14c

何 故再びアド
一

、
、
『 フ

（
』
一

山田東
五
口

ざ『鳶評
ﾐﾛ期

モン焼きでもおごっていただきながらゆっくりお話し

させていただきますが。

そうです，ヨット・レースの話です。昨年南国ハワ

イでパンナム・クリッパー・カップシリーズに参加し

た時のことです。出艇した各艇のオーナー，クルーの

面々が「こんな開放的で楽しいレースはないよ。景色

はよいし，日本語は通じるし，太平洋岸で便利だし，

もうアドミラルズよりパンナムの時代だよ」と話し

合っているのを聞きました。

イギリス好みの我がスキッパー寺山以下くトーゴ〉

のクルー達は「レース艇の質が違うよ，潮流とのかけ

ひき，選手の層の厚さ，伝統，技術などなど。「こん

毎日のらりくらりと生きている私アドミラル・トー

ゴと致しましては，何故と言われても特別な理由はな

いのでありますが，強いて理由をあげるとするなれ

ば．…・・

世の中のオトコどもの女性の好みにも色々あるよう

で，あるオトコは南国ハワイやラテン系の明朗快活な

小麦色のはだをした肉体美あふれるボインがよいと言

い，他のオトコは，香港の場末か，ロンドン・パリの

裏町の着かざった手練手管の女性が海を泳ぎまわる夢

をいだくといいます。

「オマエは両方とも好きだろう」って．．…．。

いえ，個人的な好みについてはいずれ席を換えてホル

(13)
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なスッポンポンの南国裸踊り！」とは言いませんが私

が意訳すると大体こうなるのです。

まあこんなわけで,NORCから英国遠征の要請を

受けた時，我が愛しのアドミラルズやスキッパーのた

めにひとはだぬぐ気になったのです。すべから<男一

匹常にこうでなくっちゃ一。

これは色々なスポーツの世界について言われること

ですが，陸上でも水上でも，特にマラソンや外洋ヨッ

ト・レースのように，気象，海象，地型が重要な要因

をしめる競技では，その大会に連続的に出場しない限

り，上位に入賞することは非常に困難になります。

その理由は，艇の艤装，海図，潮汐表などの単に物

質的な面での知識の継承だけでなしに，その土地での

選手団のセッティング,レース中でのかけひき，フィー

リング，そう熱情や狂気の伝承が必要だからです。ま

ず，2回以上欠場すれば，それは型がないだけに霧の

ように失われ，その後に出艇しても相手側も遠来の奇

妙な集団ともてなしてくれても，正当なライバルとし

ては認めてくれそうにありません。

世の中で何が悲しいつたって，恋でもレースでも無

視されるほど口惜しいことはありません。また，恋に

も，レースにも参加出来なくなった自分に気付いたり，

「出来ない理由をくどくど考え出して自分に言いきか

せている」自分を見るのは更に大きな悲劇でありまし

て…････

失礼，アドミラル・トーゴ最近過食惰眠のせいでコ

レステロールが血管にこびりつき，脳のコンピュー

ターの配線（コレ全ク旧式ノ考工）がおかしくなり，

主語の「自分」が「NORC」や「日本のヨット・レー

ス界」に変わったり，男女の好みがレースの好みと混

同される傾向があるのです。

成せばなる男一匹と威張っていても，結局スッカラ

カンで戦力不足の我がチームのこと,NORCの資金

援助や関西ヨットクラブ(K.YC)．ジャパン・ビッ

グボート・クラブ(JBC)などの全面的なバック

アップによってかろうじて日本チームの編成を行いつ

つあります。

特にJBCには，私が昨年のタイトル保持者であ

り，今年のJBCシリーズのお膳立てをしなければ

ならないのに，英国に敵前逃亡，いや転進したのにか

かわらず，〈月光〉の並木氏にはくフォーミダブル〉（オ

ランダ艇,デュポア44フィート新艇)の無料チャーター

の斡旋をしてもらい，〈コテルテル〉の山口氏からは

5人のクルーを借り出し，〈ノミ〉の野村氏にはビッ

グボート・シリーズのレース委員長をこころよく受け

ていただくなど，ほんとうに筆に尽くせぬご協力を受

けました。

今回の日本チームは，我のくトーゴ〉艇と，〈フォー

ミダブル〉チーム（キャプテン古川浩二氏，日本側ス

キッパー諏訪兄)，〈フラート・オブ・パジェ〉チーム

（バーミューダ籍,キャフ．テン大谷良治氏,スキッパー

諏訪弟）とKYCの選抜クルーによって構成されます。

あと2艇の半数の乗員はオランダおよびバーミューダ

籍の人達です。かの古代ローマの傭兵か，モロッコの

外人部隊が今回の日本チームに比肩するものとも言え

ましょう。

いずれにせよ各オーナーは世界をまたにかけて仕事

をするリッチ・マン達です。月賦の支払い残と銀行借

金残をただ一つの味方とするトーゴ君とはえらい違い

です。

トーゴ提督といきがってみても，かの英国の帆戦時

代のマスター＆コマンダー(海尉艦長)がポスト・キャ

プテンども（勅任艦長・戦列艦の艦長）を指揮するわ

けで，そんなこと成功するはずがない。

仕方がないので，幼年期の夢想に従って海賊船団か

私掠船団を組むことにした。

日英蘭の海賊団.／かっこいいでしょう。

海賊には獲物がいるわけで，相手には無断で英国艇

3隻と米国艇3隻とを決めた。捕獲賞金もいるから，

これも勝手に皆様からの饅別をあてることにした。

その饅別を三つのショート・レース各10点，チャン

ネル・レース15点，ファストネット・レース20点の配

分比率にすることも決めた。各艇の乗員の賤別配分も

独断で，オーナー30％，スキッパー10%,ナビゲーター

10%,残りは各員均等にわけることにした。

もちろん,各国乗員に対する通訳付きの大演説の後，

二人の大オーナーの方に向かってニッコリ笑って話し

かけるせりふも決まった。

「偉大なるオーナー，世界的長者よ，崇高なるプラ

イドを有するが故に，諸氏が賞金受諾を固辞されるの

を，私は決してさまたげるものではない。……」

Becauseofyourwealthorpride……だったつけ

……これで再び躁病と不眠症が始まった。

更に大切なことだが，クルー達を終始金欠状態に置

くことも決めた。饅別賞金が入らねばお前達はカウズ

の酒も飲めず，ディスコも行けず，ロンドンの夜も味

気ないものになるのだぞ.ノ

バーミューダのトリミンガム氏も，自国チームが組

めずカリカリしているし，オランダのピーター・ヴ

ルーン氏も0.5ポイント差でオランダ・チームの選に

もれ,カリカリしているし,大谷,古川両氏は突撃型で，

我が日本海賊団は今回はかなり積極的に戦えると自負

しております。

昨夜ビッグボート・クラブの面々に対して西宮の有

名料亭で，「誓って6位以内に入賞します｡」と決意を

表明したら，皆から馬鹿にされました。

NORCの皆様は私達の勝利を信じて，ご声援下さ

るでしょうね．…･･･

1983年6月19日夜

＊

(14)
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外洋クルーザーの

アマチュア無線設備と電源設備
Ｖ
Ａ
Ｄ
Ｔ
Ｂ
Ｋ

Ｊ
Ｊ
Ａ
Ａ
光
福
雄
武
林
谷
平
小

外洋帆走艇も，商船・漁船と同様船舶局としての性

格を持っているが，近年大洋横断，世界一周レースな

ど多国間遠距離レースが活発に行われ，各国ヨットク

ラブ間の共通周波数，保安庁やコーストガードなど公

的機関への連絡周波数が未整備である。例えば

NORC割当電波も2182,4143.6,8291.1,キロヘルツ

以外は共通波が無く,NORCが遠距離通信に使用し

ている12，16，22，メガヘルツ帯も各国ヨットクラブ

でも最近整備されだした。一方各国でもっとも普及し

ているVHF,FM156メガヘルツ帯は我が国では申請

中の段階であり，補助通信に用いられているアマチュ

ア無線通信が各国電波行政の波間を縫って運用されて

いる。

シングルハンド世界一周レースでトップ入賞の偉業

をとげたくオケラV>の多田さんを支援するオケラ

グループの平林さん，小谷さんからくオケラV>の

アマチュア無線通信の支援について原稿をいただいた

のでご紹介しよう。

蛇足になりますが,ｱﾏﾁｭｱ無線を通じて，海難

非常の際の通信には不特定多数のアマチュア局と交信

する場合力T多く，オケラ支援グループのようにヨット

について良く知っている人はあまりなく，メーデーと

いう言葉の意味も理解出来ない局もあることを念頭

に，通報は正確に分かりやすい言葉を使われるよう心
掛けて下さい。通信委員会

口司

平洋一帯とインド洋の東南アジア沿海であれば,21

MHz帯が安定してできるであろう。28MHz帯はコ

ンディションの良い時は，日本から米大陸でも隣りに

いるが如く聞えるが,なかなか難しい周波数帯である。

50MHzと144MHz帯は外洋クルーザーとしてはほ

とんど実用にならないが，入出港時には良いだろう。

7MHz以下の周波数帯はあまり電離層の状態（コン

デイション）を気にすることはないが,14MHz帯以

上はかなり影響される。従って常に交信できるとはい

えないがポートピアレースにみられるように，世界各

国のアマチュア無線局に中継で連絡はとれる。

〈オケラⅢ〉とくスピリット・オブ・ハーフムーン

ベイ〉は太平洋横断レースということで,21MHz帯

を選定した。今II'lのくオケラV>の帆走ルートは，

神奈川県油壺－パナマ運河一ニューポート

(ニューヨークの北）までの回航。スタート地点の

ニューポートーケープタウン(南アフリカ)－シド

ニー（オーストラリア)－リオデジャネイロ（ブラジ

ル)－ニューポート（ゴール)までのコース。レース

終了後の日本までの回航と長期にわたるため，運用の

時間と日本との時差も考え,3.5MHz帯から28MHz

帯まで運用できるようにした。

qトランシーバー惨

トランシーバーは前記の周波数を考えて選定すれば

良い力冒，単一バンドのものよりもオールバンドのトラ

ンシーバーが現在では入手が簡単である。クルーザー

外洋クルーザーのアマチュア無線設備と電源設備の

考え方を，海洋博レースでのくオケラⅢ>，ポートピ

アレースでのくスピリット・オブ・ハーフムーンベ

4>,BOCチャレンジ世界一周レースのくオケラV>

を例として説明する。

卦無線設備し

無線設備としては，簡単にいえば送受信機（トラン

シーバー）とアンテナだけであるが，その用途によっ

て周波数を選定しなければならない。

第1表に概略の周波数と到達距離との関係を示す

が,一般的な考え方であって決してこの通りではない。

交信相手との距離を考えて周波数と時間を決定した方

が良い。

例えば日本沿海のみのクルージングであれば，3．5

MHzまたは7MHzであるが,3.5MHzは波長が長く

アンテナも長くなるためクルーザーには適さない。太

第1表

（
》

到迷il1"

怯間は50kmf!,:1%夜間は100～2000km以上

碓旧lは100～500km,夜間は500～2000km以」

7MHzと21MHzのII'間に楓す。

Ilil波数補

3．5MIIz

7MHz

14MHz

収ﾒか早朝から夕〃までの間の時間かよい。
1500km以_|:

21Mnz

夙方かJII･朝からﾀﾉﾉ,までの間の時間がよい。
2000km以上

28MHz

50MHz '1,↑間は|腱l係なし。

時間は関係なし。

辿常50kmぐらいまで。

辿常50kn'<.らいまで。144MHz

(15)
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の電源は12Vの（'ツテリーを使用しているものが多い

ので，自動車に塔載できるものであれば良い。出力は

移動局として許される最大の50Wのものが良いが，

アマチュア無線局のライセンスに合ったものでなけれ

ばならない。通常は10Wのもので十分である。

〈オケラⅢ〉には……………ライナー15(日本電業）

〈ハーフムーンベイ〉には………･TS-130(トリオ）

〈オケラV>には…．．…”…………FT-707(ヤエス）

を用意した。〈オケラV>には特に長期にわたるため

この他に,FT-707とFT-7各1台を予備とした。内

FT-707の1台は防水性の梱包をして，完全予備とし

て船内に保管した。

卦アンテナ惨

クルーザーにとってアンテナの設置は非常に面倒で

ある。アンテナはなるべく高く，周辺に何の障害のな

いところへ設置すれば良いのだが，クルーザーにはマ

ストを始め，ステー，ライフラインなど金属のものが

多く，最大離しても数メートルにしかならない。従っ

てなるべく離れたところで，〈オケラⅣ〉はステンレ

スのポールを使い，スターンに21MHz専用の短縮型

アンテナを取り付けた。このアンテナはアローライン

という商品名のもので，エレメントの中間にコイルが

挿入され，本来必要なエレメントの長さを短縮したも

のであるが，耐候性を持たせるため，短縮コイル，エ

レメント接続部，同軸コネクター部にはFRPにて処

理をしたため安定した性能を示した。〈スピリット・

オブ・ハーフムーンベイ〉にはモービル用の短縮型ホ

イップをマスト・トップに取り付けたが，これも良好

な性能であった。

〈オケラV>には3.5MHzから28MHz帯の連用をす

るため，各々の周波数ごとにアンテナを設置すること

ができない。そこでロングワイヤーとアンテナカップ

ラーの組み合わせにした。ロングワイヤーとは任意の

長さのワイヤーをアンテナとして使用するもので，使

用する周波数帯によって変化する抵抗分とインダクタ

ンス分をアンテナカップラーによって調整する必要が

あるが，クルーザーにとっては有効な方法である。

今回はスターンに取り付けたFAX用アンテナを流

用し,FAXとトランシーバーを切り替えて使用して

いる。アンテナカップラーはアンテナワイヤーを船内

に引き込んだ引き込み口のなるべく近くに設置する必

要がある。トランシーバーとの接続は5D2Vなどの

同軸ケーブルにて行う。このアンテナの予備として

バックステーに高周波用のインシュレーターを上下に

入れ，マストから絶縁し，アンテナとして使用できる

ようになっている。ロングワイヤーアンテナと組み合

わせて使うアンテナカップラーは，アンテナの長さや

周波数によっては調整がとれない場合がある。〈オケ

ラV>の場合はこのために直列にコイルを挿入し調整

している。これらの2本のロングワイヤーアンテナも

(16)

第1図21MHz帯用アンテナ

←3.35m弓岸335m－升．
－G

芯線 ミ線

軸ケーブル

---…--…‐･･･‘0－－‐

↑
ガイシ等絶縁物

良好な性能で動作している。

アンテナの総合性能としては，電気的性能も必要で

あるが，機械的な強度も考えなくてはならない。もし

アンテナが流出折損した場合は，アンテナカッフ°ラー

があれば前述のように適当なる電線（ワイヤー）を接

続し調整すれば良い。しかし，その周波数専用のアン

テナを使用していた場合は，アンテナとして同調させ

なければならない。もし21MHz帯であれば第1図の

通りの寸法で加工し使用すれば良い。

アンテナの性能を引き出すのに重要なことの一つに

アースがある。クルーザーのアースは面倒であるが，

必ず効果がある。アースの方法はエンジンを始めマス

トをも含めてすべて接続し，更にバラストにも接続す

る。接続する電線はなるべく太いものを使用する。マ

ストからバラストヘの接続はより太い電線で強固に接

続し，マストへの落雷事故の防止を計る必要があるだ

ろう。このアースからトランシーバーおよびカップ。

ラーのアース端子へ接続すれば完壁である。

qバッテリーと発電機，

通常外洋クルーザーにはバッテリーを2個設置し，

切替器にてNO．1,N0.2,並列接続と切り替えて使

うものが多いが，〈オケラV>には第2図のように12

VlOOAHを2個のほかに更にもう1個100AHの

バッテリーを設置している。2個の方は一般のものと

同様な考えであるが,1個の方はエンジン始動用のセ

ルモーター専用として使っている。トランシーバーを

始め，レーダー，ロラン,FAX,水深計,SNS,VTR,

VTRカメラ，冷蔵庫など電装品が多く，最悪の場合

FT-7(左)とFT-701(右)!左上は水深計，右上は口ラン

＝

一
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第2図電源系統図（オルタネーター,セルモーター図路は簡略してある）
電流計
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のような必配をかけない配慮が欲しい。l～2週間程

度のクルージングでも無線は重要である。太平洋横断

を数回経験しているくオケラV>の多田さんは「遠く

に行っても毎日声が聞えると遠くに来ている気がしな

い」といっていたが……。

以上簡単ではあるが我々の経験を述べた。これから

外洋クルージングを計画の方，これから無線機の塔載

を考えている方に参考になれば幸甚である。

でもエンジン始動ができるよう考えた。

従ってこのバッテリー充電用のオルタネーターを専

用で取り付けている。このオルタネーターは，取り付

け位置の関係でエンジン本体には取り付けができず少

し離れて付いているため，ブロアーにて放熱させてい

る。

バッテリーの状態監視には電圧計を使用し，電圧が

12V以下になったら充電する。夜間使用する航海灯，

三色灯などは点灯時間が長いのでかなり電力を消費す

ると思わなければならない。バッテリーの寿命を長く

保つには，過放電過充電しないことである。セーリ

ング中にエンジンを回すのは抵抗があるが，充電電流

を30A以下でこまめに充電し，常に100%にしておく

べきである。充電直後には12V以上あるが，直ぐ12V

以下になるのは充電が不足しているためである。

〈オケラⅢ〉には太陽電池を塔載し，昼間は常に微

少電流にて充電するようにしてあった。この方法はサ
ンデーセーラーには有効だと思うが，高価なのが欠点

である｡少し長めの航海をするような場合は,最近カー

ショプなどで売っている充電液を注入すれば直ぐ使え

るというバッテリーを持っていると便利だろう。〈オ

ケラV>の場合も念には念を入れ,1個塔載している。

もちろん防水柄包をしてある。

qあとがきし

太平洋横断などは特に冒険と感じなくなった最近

は，毎年のように外洋へ出て行くクルーザーが多く

なった。そのほとんどがアマチュア無線にてその仲間

と交信し，毎Rのポジションが分かる今日であるが，

無線機アンテナ，バッテリーなどの故障で電波が出

なくなった時は，陸にいる者にとってこれほど必配な

ことはない。以前のように出航したら目的地に着くま

で元気かどうか分からないのも困るが，少なくともそ

（
）
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去る2月の理事会で，レース時の電波航法機器の使

用が解禁の決議を見て，レース規則改正前であったが，

レース委員長権限により小笠原レースに使用が認めら

れ，参加全艇が各種電波航法機器を塔載してのレース

となった｡使用された機種は,ﾛﾗﾝCが8艇サ

テナブ(NNSS)がl艇となった。レースコミッティー

に通報される船位報告もかなり精度の高い位置であっ

たと考えられる。レース本部にもロラン受信機を設置

し，レース艇からの船位報告とレース本部からの方位

と距離をロランの計算機能を利用して必要に応じて読

み出せるようにした（航海用電卓でも計算出来るが操

作簡易になった)。レースは，頼みのメイストームも

吹かず長時間のレースとなり，予想したようなレース

展開とならなかった。レース解析はレース委員にお願

いして私は，電波航法機器塔載によって今後のレース

にどのような反響が出てくるのか，先日鹿児島大学の

航海計器教室の田口先生や航海計器メーカーの皆さん

をお迎えして開かれた通信委員会主催の電波航法機器

セミナーでの皆さんのご意見などをふまえ，今後外洋

帆走艇に塔載可能なロラン,NNSS,オメガなどの機

器と使用についてふれて見たい。

第二次大戦（今から40数年前）の連合軍は，ノルマ

ンディ作戦にデッカシステムを開発使用した。続いて

サイパン島からのB29による日本本土爆撃に米軍は

ロランAシステムを開発，富士山を視認目標として空

襲した。日本は,NHK放送局の送信電力を小さくし

て各地に同一周波数による放送局を設置し,DFによ

る方位測定を避けようとした。しかしロランA航法に

対抗することが出来なかった。敗戦の天皇陛下の玉音

放送が混信で聴きとりにくかったことを記憶している

年配の方も多いことと思う。

米・ソ冷戦ベトナム動乱と続くにつれ，海面下の潜

水艦に使用出来るオメガシステムやロランCシステム

が開発された｡ロランの測位精度を高めるため数年前，

千葉県柏市にロラン局設置の動きもあったが革新政党

の反対運動もあったためか中断している。更に米海軍

は極軌道を回る海軍軍事衛星NNSSを打ち上げた。

これらのシステムの機器は軍用から民需用となった。

そしてLSI技術の発展にともない，マイクロコン

ピューターが組み込まれ，船置の緯度経度までが数分

で直読出来，小型軽量化され，従来の半値以下の物が

市場に出回るようになった。これらハードウエア機器

は，今後ロランとサテナブやオメガなどと組み合わさ

れたヨット仕様のハイブリット機器の出現も近い将来

に予想される。

取付設置についても，メーカー技術員を呼ぶことも

なく，マニアルを基に行えばカラーTV取り付け程

度の技術で施工出来る｡注意しなければならないのは，

今まで外洋帆走艇であまり重視されていなかった電源

の確保や外来雑音対策である。今までならバッテリー

の放電で電圧降下しても，航海灯やキャビン灯が暗く

なるだけで済んでしまったが，これらの機器では，エ

ンジン起動時などに起こる電圧降下によるシステムダ

ウンが起こるし，インバーター式蛍光灯やエンジン内

発電機雑音による指示が10マイル以上の誤差となる時

もある。また，送信局側の故障などはすべて受信機上

に信号良否，ブリンク信号で表示されるが，これらの

表示を見落とさぬよう注意しなければならない。配線

は専用電源回路スイッチから取り出し，アースは工事

材料に入っている太い電線でバラストおよびエンジン

に接地しなければ良い結果が得られない。

局の運営管理は，ロランA,デッカ，オメガは海上

保安庁で行っているので，情報は水路情報，告示など

で知ることが出来る。しかしロランcは米国沿岸警備

隊,NNSSは米国海軍で行っているので，米国側の

事情での休止，変更などがあっても，すぐには知るこ

とが出来ないかも知れない。

緯度・経度が正確に分かるだけで良いという声を聴

くが，双曲線電波を受信しマイクロコンピューターで

計算処理した結果での緯度・経度表示となるので，計

算途中での各種機能のソフトウエアをうまく利用する

ことでレース展開は今までとちがった面も出て来るの

ではないだろうか。

〈ガメラ〉はNNSSとログを連動させる試みをし

てレースに参加したが,水温,潮流,風向，風速，ログ，

方位，通過予定地点などデーターとして計算表示し，

しかも良いコースを引くことも出来る（味気ないレー

スだと思うが)。コンピューター世代の若手クルーの

多い艇では試みて見るのも面白いと思う。

小笠原レースでは，古野電気からロランcと記録器

を，協立電波からNNSSを借用し,<フジⅢ〉とくガ

メラ〉にそれぞれ塔載記録を取ってもらったのでその

一部をご紹介しよう。また，図はくげんよう〉でプロッ

ターで海図上にプロットして見たもので，油壺泊地か

ら小網代湾口の定置網に沿ってシーポニアフイニッ

シュラインのコース120｡Magに帆走した航跡である。

(20）
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を作用せず1分ごとの記録を取ったためだ。電波の速

度100万分の1秒(1マイクロセカンド）は300mの距

離となる。

今後,電波航法機器は更に発展すると予想されるが，

使用エラーやハッチから飛び込んだスプレー1発で機

器は使用出来なくなってしまう。便利な物だけにこれ

らの点を良く認識していただければ幸に思います。

油壺湾内では航跡は山の上を走っているが，これは湾

の周囲を山に囲まれた電波伝搬によるものである。同

様に，北西太平洋チェン9970-30-55を使用した時，沖

縄海域では従局30X局の電波が日本列島を縦断するた

めに誤差が出やすいので，従局75Z局に替えるか，韓

国チェンを利用する。航跡はギザギザに出ているが，

これは，受信電波のくゆれ〉によるもので，平滑回路

<ガメラ>NNSS

KYORlTSURU307

〈フジⅢ〉口ランc

#0220:00(00)-5月2日20時(00)は受信正常

3035.39N14035．75E-30度35.39分N140度35,75分E

S00．20E00.20－補正値（緯度及経度）

39125．361626．6－時間差

十00．0＋00．0－時間差補正値

SNR998879－信号良否(主局従局1,従局2)

ECD178818－波形歪(主局，従局1,従局2)

GRI99703055－ロランチエン従局コード1

SPD=06.1CRS=347.0従局コード2

，－､過去，分間の船速および磁方位

＊FlXOK＊O3－MAY－8

3TIME23:38-

GLAT32．35．51

NLON139．59．19

ESAT･No．48．EL12－

HDG350．SPD6.0K､
、

TTDROO．TSPO・OK

T

-時刻は

GMT表

示となる

-受信した

衛星番号

方位及び

速度

一

OK＊04＃0221：00

3041．02N

SO0．20

39057．0

＋00．0

SNR99

ECD17

GRl9970

SPD＝05．0

(00)

14034，99E

EO0．20

61598．0

＋00．0

7983

1716

3055

CRS＝349．0

＊FlK

TlME

LAT

LON

SAT･

HDG

TDR

－MAY－83

03：06G

01．08N

57．48E

EL28．

6．0KT

0．0KT

33

139

13．

SPD

TSP

今までは，時間差から口ラン表

やロランチヤートで位置を出し

ていた

時間差を使用した方が正確な位

置が出る。

No．

355

00

｜
算

可,

＃0221：27（71）－5月2日21時27分(71)従局1の

3041.68N14034.72E信号不良を表示

S00，20E00．20

29461．361582．2

＋00．0＋00．0

SNR990981－従局1の信号が不良となってい

ECD178817る

GRl99703055

SPD＝7777CRS＝77777

一
）

早』

妬

3509．00N13936．00E

3437．00N13930，00E

3400．00N13925．00E

3305．00N13935，00E

3227，00N13940．00E

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

3155．00N13955．00E

3127,00N13957.00E

3025．00N14013．00E

2947．00N14025．00E

2705．00N14210．00E

小笠原～小網代間の通過予定地点

のメモリ（この機種では32カ所ま

でのメモリが入れられる）目的地

までのコースずれ，接近した時の

距離を警報ブザーで知らせる。

アJS･O9fpo
／』.｡｡且亥'q'

#報

画

｜卿官

$』γ1”
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昭和58年7月15日第100号 昭和52年7月21日第三種郵便物認可○FFSHORE

レース委員長

第7回伊勢湾合同レース
鈴木史郎

はるかに超えていると自負しております。

来年も東海の端で~すが，楽しい前夜祭，レースを予

定しておりますので，東海支部のみならず参加のほど

お願いいたします。

最後になりましたが，今回参加をいただいた各フ

リートのみなさん，お手伝いを願いました四日市フ

リート，四日市ヨットクラブの方々に厚くお礼申し上

げます｡

伊勢湾合同レースの名物は，前夜祭に始まり，雨，

無風そしてコースの短いことです。今年も縣大な前

夜祭，雨は例年通りでしたが，風に恵まれ速いレース

転回となりました。フイニッシュできなかった一艇も

十分な時間がありながら，順位を早く判断したために

リタイヤ－したもので，表彰式も含めて正午にすべて

を完了しております。

また，前夜祭ですが，東海の各地から140人ものヨッ

トマンが集まり，楽しさではパールレースの前夜祭を

第の回

熱海ケッチ・ミーティング

結果報告

今

雲

S.58.5.28 羅一
鼠
i

…

心

ケッチの部12艇

順 位艇名

1鬼っI'、丸

2ラッキーレテ．イー

3 ミナ

4ウィスタリアン

5．シスター・ムーン

6クレオノ、トラ

7ヤルンカン

フォンテーヌII

p－タス

イ一グル

不駒壺

ダ－マII

スループの部12艇

1ブルー卜

2エボツク

3ンレナ

4ブ.ラ，ソクシャンテ

5エリ、ソク

6ラフ卜111

7アスタ・マニヤーナ

8卜ライデント

9カテイーサーク

10テラ。、ソ夕

11寝姿

12箭竜

フリート

油壷

熱抑

､4ざ.－マ

ンー“、一ノ

"｝火

江ノlli')

柚浜

il:ﾉX》

仏，'約

油壷

-T･*U

ｲﾉﾄ火

江ノ1，ル

クラス渦

林3O

ヤマハ34

ヤマノ、34

フジ35

CY41

CT41

マリーナ34

アルテン40

ヨール36

スクーナー41

42

フジ45

時 間

1.II17MO5

12856

12950

13005

13421

14501

15681

備考女''ぜ’

0

6

0

2

0

3

l

DNF

DNF

DNF

DNF

DNS

艇1之

辰己重正

'｣、沢紘

i,'i水他摘

K.ヘンリ・ソチ

リパ卿f'i･郎

凹川武夫

西堀IFi･夫

いずみたく

金原良一

~I､、川紫

休藤lljjE]

111村勉

r■

柵ケ谷金

戸塚｛：

大儀兇

桐山

E・H・エリ、ソ

水村政

杉本幸

小林

曽根義

泰雌

隆谷川俊

III辺災

沼iド

VOC志摩

シーボニア

真繩

汕壷

下 111

典糾

多f|(

江ノハル

束京

下lH

シーボニア

BW33

チタ45

24

ナカョシ30

VD30

ノーテイック34

SS30

ヤマノ、22

ノラ21

クリッパー22

26

田
力
｜
半
〈
挫
皿

翠
一
酩
一
弘
一
弱
一
粥
一
塊
“
詔
一
別
一
略
一
羽
一
似

７
１
４
０
０
８
３
６
８
５
５
３

０
１
３
３
０
２
２
３
４
１
０
４

１
１
’
１
１
’
１
１
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１

１
ｌ
７
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
０
０
’
０
’
１

尚

彦
一
夫
一
穣
一
陽
一
司

蔵概辺35

※時間は修正時|間lとする。
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第7回伊勢湾合同レース成績表
(艇名はレース出艇I畔f苫による） 58／5／29

’ 所要時間 修JE時間 農
１
』
ｊ
生

ｚ
Ｐ
作
Ⅲ
』

総

l1111

クラス

llljl位
クラス 勺

f､1 着順セールNC 艇 rFC スキ“ノノf－
h h、 S 、1 ５

VIND7Ｉ
｜
Ⅱ
〃
Ⅲ

2558 ②1 塑
伽
弱
弱
“
｜
侃
田
卿
測
印
一
ｍ
訓
帖
偲
阻
岬
帖
肥
虹
媚
Ⅱ
胡
似
妬
刷
Ⅳ

巧
加
鳩
泌
加
一
Ⅳ
羽
肥
粥
妬
卯
犯
妬
羽
卯
釧
妬
蛇
調
妬
諏
妬
的
哩
訓
輔

２
２
２
２
２
’
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
２
２
２
２
２
２
２
３
２
２
２

0．8345 １
’
１
１
’
１

砲
弱
一
別
一
弱

弱
弘
一
舶
珀
帖
一
帥
一
調

②
５
４
③
①
①
４
②
５
③
’
５
７
③
８
Ⅳ
９
①
喝
Ⅱ
②
皿
巧
陥
岨
４
Ｍ
６
４

陥
釦
型
Ⅳ
吃
１
昭
２
鋼
咽
７
ｍ
５
Ｍ
虹
賜
３
弛
妬
４
翠
妬
棚
酌
６
鋤
８
妬

小林義彦

二村昭摘NACHIm2312 ０
０
３
３
０
０
０

１
３
７
６
９
８
６

３
２
８
８
５
５
５

８
８
７
７
７
７
７

０
０
０
０
０
０
０

６
３
’
７

40 30

2210 ウレラ 18 岩田一成21

ﾒL玉丸111 2339メL玉ﾒ［

2477朝烏

2658桃山

玉山聖＝

朝烏 ①5 川I朧好憲501

Ⅳ ２
｜
Ⅲ

後藤

岡山

卓也
､.Lﾉ.

J〃〃
ロ争凸量

１
’
１
’
１
１
’
１
１
’
１

４
３
４
５うずしぉII2870 7Q

~』 18
"

桃太郎3121 4 2 都築勝利55
〃

44 2

｜
肥
一
皿

MOSSY-TIE麺
一
畑
一
皿
班
一
鋤
”
｜
郷

大島茂樹34 0．7458 ２
０
１
３
９
４
７
２
９
８
５
９
５
５
６
３
４
２
３
４
４
８
１
８
７
６
０
１
２
５

３
３
４
０
３
３
５
１
３
０
１
５
１
１
４
４
１
３
５
３
２
０
２
４
５
４
０
３
４
５

４
０
８
９
６
１
５
２
５
８
６
５
４
９
５
６
８
８
８
６
７
３
０
９
３
９
８
８
６
５

５
５
４
４
４
５
２
５
４
５
５
４
５
５
１
５
４
５
４
５
５
１
０
４
５
５
５
５
５
０

５

ポセイドンII 2 26 繩
一
一
祇
一
“
｜
伽

岬
一
ｍ
｜
癖

親

伸也

洋三

Ｏ
ｌ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

13
"

ちやふるIIIV 12

r■
FLAWLESS 昭

一
岨
一
Ⅳ
｜
似
一
的

ｳリバー 下津芳郎1

ラピーヌ 森幸実03 0．7290 １
’
２
’
１
１

期 長谷川照義０
’
０
０

柳
一
柳
一
”

HARIMAOV2927 雲
一
筆
一
睡

鋤
一
部
一
伽

9

OCEANIDEX５
０
６
８
７
５
２
２

8 ３"

MEGIII 型
一
鯉

0.7280 1"

COOCOO1432 宮地進2 39 ０
９
９
４

８
６
６
８

２
２
２
２

７
７
７
７

０
０
０
０

１
１
’
１

②|"3022
〃 3086

〃 2159

〃 1640

〃 2736

〃 3066

〃 か’
一L〆

〃 2448

Ⅵ3243

〃 2356

〃 2784

〃 か’
一L〆

〃 2989

〃 2943

〃 3025

〃 2316

〃 1505

〃 1975

〃 2214

〃 2604

〃 かI
－_‐ー_二

Ⅶなし

〃 2672

〃 2863

芙野敏邦長艮 9"

ばつかす 山本

'1,竹

加藤

20 嘩
一
罐
一
龍

22

ジョナサン111 ”
｜
調

151361

アルコハレーノ1640 09 02 0．7182 ２
’
１
１
’
１
１
’
’
１
’
１

ノ、ミンク 市川政明25 ２
８
８

７
２
２

１
１
１

７
７
７

０
０
０

WHOOPEE F塚辰彦妬
一
羽

4

BUSUCO 吉田正一34

伊藤智志16 2 32 45 0.7128"
こユー

みなさん 岼
一
蹄
一
癖
一
州
一
繩

修
一
露
質
一
忍
一
噸

２
２
３
２
２
２
２
２
２
２
３
２
’
２
２
４

Ｆ
｜

肥
加
刎
諏
皿
邪
拓
調
拓
詑
羽
卵
羽
一
訓
弘
蛇

妬
娚
一
Ⅱ

帖
一
弱
一
羽
一
略
一
弱
一
劉
詔
一
別
一
弱
一
妬
一
師

0.7016

2356 〈んてる111

ロンサムレディIII

LOVEBIRD

ミッキーマウス

28７
７
４
４
９
９
６
６
０
０

6

３ 2 羽
一
Ｗ
一
皿
一
加
一
妬
皿
調
一
”
｜
銘

加
廻
一
②
｜
③
ｌ
９
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
５

〃

（
） Rq

JJ ７
４
４
４
６
４
７
７
３
７
２
２
２

４
２
２
２
６
５
０
４
８
４
６
６
６

９
９
９
９
８
８
８
７
７
７
６
６
６

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
’
１
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
１
’
２

21 羽
一
判
｜
馳
矼
一
兜
一
別
一
帖

GEMINI 五
口

Ⅱ
１
１

Ｊ
．
Ｊ

立
口
ｎ
ｍ
Ⅸ１１

スパーユキレテ．イー

WINGS

つれづれ

酒井

高倉

小池

諏
一
燵
一
識35

赤とんぼ 杉山保男

キャッスル 岬
一
岬
一
癖
一
細
一
裕
一
畔

藩
一
議
一
郵
一
霊
一
雄
一
識

11

オクトーバー

①
｜
｜
①
｜
②
｜
③

ピーターパン 蛇
一
卵
一
Ｍ
｜
似

似
一
帥
一
醜
一
㈹

59１
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２

蛆
一
弱
別
棚

9

MIKA

ピーターパン'76

重夢-30

棚
妬
一
妬

四
一
型
一
蛇
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第6回関東支部フリート対抗レース

レース委員長佐藤和夫

関東支部フリート対抗レースも本年ではや6回目を

向かえ，今'百lは9フリートから27艇（予備艇を除く）

からエントリーがあった。

例年このレースは10月の神子元島と小網代カップ°を

島回りとし，この間にオリンピックコースを2本また

は1本行ってきたが，今年は10月に全日本支部対抗

レース（仮）があるため，その前哨戦も兼ねてのレー

スとなった。

では各レースを簡単に振り返ってみよう。第1レー

ス（5月21B)は4～5m/sと軽風20マイルトラ

イアングル。第4レース（6月4日）8～9m/sと

順風30マイルトライアングル。第4レースはできる

だけ長いレグを引くため，沖合にマーク用アンカーを

打ったがなかなかきかず，スタート時間がずれたこと

はコミッテイーとして誠に申しわけなかったが，参加

者には十分トライアングルレースを楽しんでもらった

第6回関東支部フリート対抗レース総合成績表
~‘

フリート
セール

番号

1

フlj－卜 恥 橘 鞘lレース 堀2レース 鞘3レース 堀4レース ムロミ.｜
『~1111 '''11位

|||川$'’ 合I汁.1.1.1

BORNFREEIII

BLUENOTE

FORTYIII

６
０
３

０
５
９

０
０
０

３
３
３

４
１
７

１
１
２

n勺

乙イ

33

37％

39

25％

37％

104

84％

121

6

11

②

４
５
９

２
１
１

② 3()9％《1：ノI1:ル

KELONIA

KUROSHIOIII

ALPHA

２
０
４

８
９
５

１
６
９

２
２
２

８
０
０
２
１

18

ワ7
ｰⅡ

22％

岨
眺
別
一
泌
一
６
３

２

５
０
９
１

４
０
６

２
１
１

43

85％

63〆

'1，糸'4代 じ 191

GAMERA

SAMOAV

MAYU

JACKPOTMAGUNI_N

ろ
－
４
４

妙
叫
一
品

３
１
１

１
５
９
６

１
５
５
０

０
０
０
２

２
３
３
Ｂ

３
９
４
’

２
１

５
８
２

２
１

90

37％

22

19％

９
５
６
７

２
２
２

⑥シーボニアA 169

PEGASUSV

POINCIANAII

SYLPHIDESIII

９
０
２

１
７
０

２
９
０

２
２
３

兇
％
３

１
７
３

％
％
％

６
０
９

１
１
１

５
６
３

２

１

１
２
３
２
１ ４

４
６
↓
〆

４
４
８７

２
０
１

２
２
１

（
し 168％シーボニアB

SHINKIRO

RODEMV
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ものと思っている。10月に行われる全日本支部対抗

レースでもこの程度のトライアングルコースを設定し

たい。第2レース（5月21日）初烏レースと，第3レー

ス（5月28日）大島レースは先行艇有利なレース転開

となった。

成績表を見ていただければ分かるが，今年は油壺B

（<カザ7〉，〈白鯨Ⅲ>，〈ジャクタール>）チームが優

勝を成し遂げた。また，ポイントゲッター賞は油壺A

チームのく慎記郎>に輝いた。

第33回大島レース成績表
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初島レースフイニッシュ後の昆布筏乗り上げ事故顛末記

<Martha>石井正行

1983年4月2B,NORC関東支部主催で行われた

初島レースでは，小網代湾口に設置されたフイニッシ

ングラインを通過してレースを終了した参加艇のう

ち,数隻が昆布筏に乗り上げ,そのうち一つの筏のロー

プが切断されるという事故が発生した。<Martha>は

最初に乗り上げ，翌朝までそのまま現地にとどまった

ので，その時の状況をご報告致します。

<Martha>がフィニッシュしたのは19時18分40秒

（レース速報による）であり，その当時の海況は，

WSW7～8m/sec晴であった。（初島回航後の17

時ごろ15m/sec程度吹いていた風は，フィニッシュ

直前の19時ごろになって弱まり，ここで我々は1ポイ

ントリーフしていたメンスルをフルにした）

スターボードタックのクォーターでフィニッシュし

た後,ジブを下ろしてメンスルのみにて帆走し，コミッ

ティーボートに航跡図を提出すべくダッキングしよう

とラフした。この時．急に艇速が落ちてダッキングで

きなくなり，艇は停止した。その位置は，コミッティー

ボートとシーボニアヨットクラブのハーバー岸壁との

中間くらいの所である。通常（シーズン中）なら障害

物の無い場所であり，もう少し奥(S側）に入れば賛

に注意しなければならないが，この辺なら何もないと

思ってバウに見張りも立てなかった（これは艇長であ

る私の不注意でした)。

よく見ると昆布筏(その時は何だか分からなかった。

後で漁協の人から昆布筏と聞かされた）に乗り上げて

いる。直ちにメンスルを下ろし，筏から離れるべくエ

ンジンをかけてギヤーをバックに入れたところ，エン

ジンはすぐに停止した。この時，筏のロープがキール

の前縁にかかっているだけだと思って，ゴースタンで

離れようとしたわけだが，実は，ロープがキールの下

を通って，ラダーにひっかかっていたらしい。ここで

バックギヤーに入れたからロープがプロペラに巻きつ

いてエンジンが止まったものと思われる。

ここで自力脱出をはかり，ボートフックにブームレ

スト（長さ約1.2mのステンレスパイプ製で，先端が

浅いU字型のブーム受けとなっている）を継ぎ足し，

先端のU字部分で筏のロープを押し下げてみたが，プ

ロペラにからまったロープは外れなかった。その後

フィニッシュした艇に頼んでシーポニアのレスキュー

出動を要請した。

20時24分ごろフイニッシュした<BERLLATRIX

Ⅱ〉（特長のあるハルのカラーリングで識別）が

<Martha>よりN側でメンスルを上げたまま動かなく

なり，クルーが慌ただしくフラッシュライトで水面を

照らしている。「あんな所にも筏があったのか，よく

<Martha>が夜を過こ．した状況

我々はあれにひっかからなかったものだ」と感心(？）

すると同時に，ずい分航路寄りに張り出しているもの

だと驚いた次第。

その後も続々フィニッシュした艇が，こちらへ向

かって来るので，フラッシュライトを照らし，大声を

あげて，「網があるぞ，ロープがあるぞ，近寄るな」

と注意してやったが，それでも数艇がひっかかったの

である。私が確認しただけでも<BERLLATRIXU>

と同じ筏④に同艇以外に3艇，またコミッテイーボー

ト寄り(W側)の筏にl艇がひっかかった｡(◎）ところ

が，これらの艇は比較的短時間で（2～3分，長い艇

で5～6分で)脱出して行くのであった。そのうち

<BERLLATRIX>も脱出に成功し，一旦は動き出

したが，再びシーボニア寄り(E側)の筏にひっかかっ

た模様。

<Martha>はシーボニアのテンダーの応援を得て

ロープを外そうと試みたものの，暗闇の中では困難で

あり，悪あがきしてかえって筏を傷めてもいけないと

判断し，ここで夜を明かすことにした。

プロペラに巻きついたロープを傷めないために，そ

のﾛｰブにﾃﾝｼｮﾝがかからないようにしようと,

バウとスターンからそれぞれ5mぐらいの所で筏に結

んだロープ°を引いてクリー卜した｡また,バウとスター

ンからそれぞれ1コずつアンカーを打って艇を固定し

た。夜が明けてから，クルーが艇底に潜ったところ，

いとも簡単に(1回の潜水で）ロープを外してきた。

聞くと，3回巻きついていただけで，テンションもか

かっていなかったのですぐに外れたとのことである。

筏から離れての帰途，あたりを見回すと

<BERLLATRIX>とその他3艇がひっかかったN

側の筏が大幅に振れ回っでおり，どうやら切断された

様子が伺われる。三崎マリンに回航し，9時ごろ上架。

艇の後片づけを終わって，シーポニアハーバー事務所

に行き，昨夜の礼を述べ，漁協に行く。あいにく漁協

は休みで，事務所入口のドアーは錠がかかっている。

裏に回ってみると，昆布の入ったカゴをかかえた人が

いたので聞いてみると，その人は切られた筏のオー

ナーであった。我々は上記の顛末を話すと，好意的に

漁業組合長夫人の経営する出口商店を教えてくれた

(組合長は釣に出て今日は不在)。清酒1本を持って同

(26）

全

へ



昭和58年7月15日第100号 OFFSHORE 昭ﾛ52年7月21日第三種郵便物認可

店へ行き，組合長夫人に筏乗り上げの顛末を報告し，

改めて筏の所有者の所へも挨拶に行く旨を伝え筏の所

有者を調べてもらうことをお願いした。

後日，筏の所有者が判明したが，特に被害もなかっ

たので弁償の必要もない旨の連絡を受け,<Martha>

と⑧筏のオーナーとの間では一件落着したのである。

<Martha>はシーポニアにレスキュー費用を払った。

その後，破損した筏の所有者から損害賠償請求があ

り，賠償責任者不明のまま取り敢えずNORCが6万

円を立て替え払いした。この費用を負担すべき事故の

当事者を探すため，レース委員会は全参加艇に対し，

往復ハガキで再度事故報告を求めた。しかし，ここで

筏に接触したと報告してきたのは，レースの事故報告

書で申告した3艇(<Martha>,<BERLLATRIXI>,

<BUMBLEBEE>)だけであり，往復ハガキによる再

調査も新事実の発見はできなかった。

5月24日，レース委員長に招集されて上記3艇が

NORCに集まることとなった。当日の出席者は，武

市帆走委員長，前田レース委員長，歌田事務局長，そ

れに当事者として<BERLLATRIXU>の鈴木氏と

<MARTHA>の石井以上5名であった。

<BUMBLEBEE>は欠席であったが，費用のl/3は

負担する用意がある旨の伝言があった。

関係3艇はいずれも筏を破損していないと主張して

いる｡特に出席2艇は費用負担の責任も感じていない。

<Martha>に至っては，破損した筏には接触しておら

f,<Martha>がひっかかった別の筏のオーナーとの

間で既に結着はついているのである。

協議の末，次の事実が確認された。

1.初島レース終了後，数艇のヨットが筏に接触した。

2．最北寄りの筏が破損した。

3．破損した筏の所有者から約6万円の損害賠償請求

がなされた｡

4．今後のレース運営の円滑化を考慮し，漁民とのト

ラブルを避けるためNORCが取り敢えずこれを立

て替えた。

5．筏を破損した当事者は今もって不明である。

以上の事実に基式き，次の結論に達した。

1.NORCが立て替えた費用は，筏を破損した当事

者が弁償すべきであり,NORCやレース委員会，

または関係のないレース参加艇等が負担すべきでは

ない。

2．しかし，弁償すべき当事者が不明である以上，こ

のまま放置しておくと立て替え払いしたNORCが

困る。

3.<BERLLATRIX>も<Martha>も弁償責任はな

いと信じているが,1/3を負担すると言っている

<BUMBLEBEE>の意向を汲み，前項の解決を

はかって，不本意ながらNORCの立替金を3艇で

肩代わりすることとした。

我々はこの結論通り，肩代わりを実行したが，これ

を最良の解決とは思っていません。顛末記にも述べた

通り，筏にひっかかっていながら名乗りをあげていな

い艇が少なくとも3艇はあります。

あの筏の太いロープはヨットのエンジンくらいの馬

力で切れるものではありません。ロープ°がスクリュー

に巻きついてもエンジンが停止するだけで，ロープ．を

切るだけの力は我々のヨットの補助エンジンにはあり

ません。ロープの断面から判断して，鋭利な刃物で切

断されたものと思われるとのことでした。シーナイフ

のようなもので故意に切ったものとも考えられます。

もし，そうだとすると，フェアーであるべきスポーツ

マンとして，また，ジェントルマンであるべきヨット

マンとして，良心の苛責に悩んでいる人がいることに

なります｡'我々の仲間にそんな卑劣な人間がいるとは

思いたくありません。何かのはずみで偶然にロープが

切れたのかも知れません。しかし，少なくとも6艇が

ひっかかっているのに僅か3艇しか申告がないという

のは誠に遺感です。

IE直者が馬鹿を見るというような結果に終わるとし

たらこんな残念なことはありません。誰も見ていない

沖合でも，規則違反をした場合には自ら申告するとい

う，フェアープレーの精神に基づいてヨットレースは

成り立っているはずです｡今回のケースを見ていると，

果たして本当にフェアーフレーの精神が貫かれている

のかどうか疑わしいと思わざるを得ません。このよう

な疑心暗鬼を払拭して気持ちのいいレースをするため

にも，正々堂々と名乗り出るフェアーな態度が切に望

まれる次第です。

最後に，再調査用往復ハガキに次のような返信があ

りましたのでこ紹介します。

シーボニアに着いた時，……小網代湾内で網にか

かっていた艇力:ありました。その艇の助言でこちらも

湾内のいけすに入らず助かりました。その艇は翌朝ま

でいけすを出るのに四苦八苦していました。今日のよ

うに悪条件の中でやっとゴール’した時にフイニッシュ

の暖かさがないさびしさにおちいりました。

早く地元漁民とのトラブルを解消して欲しいと思い

ます。今まではシーポニア入口にこんないけすはあり

ませんでしたね。……以下略……

一

《
〉

／
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、／

｢第S回スモールボートミーティンクコ

開催のお知らせ
、 ノ

出艇申告

ｮ時場所卿目洲::亘制豊識_γ
成績・賞参加賞のみ，出艇申告時に渡します。

混合レース，かつ交歓ミーティングなの

で優勝等は決めません。

着順は後日,｢OFFSHORE｣,「舵」で

発表します。

葉山マリーナでの係船

8月6日夕方より8月7日朝まで希望の方は有料で

係船できます。

なお，詳細お問い合わせは前記NORCまで。

小型クルーザーのオーナ－諸君，年代もののクルー

ザーを愛するあなた.／このところ年々クルーザーが

大型化してきたために，レースに出るたびにトップグ

ループのはるか後ろを走ることになってしまって，

トップ｡を走る楽しさや爽快感をすっかり忘れてしまっ

た…･･･なんていうことはありませんか？

日本ミニトン協会では，こんな仲間のために相模湾

のスモールポートだけで集まって，夏の一日，スモー

ルポートの本当の楽しさが味わえる，気軽で，にぎや

かなレースを計画しました。

参加資格は一応NORCレーティング17.4フィート

以下ということになっていますが，あまり堅いことは

言いません。どちらかというと前夜（8月6R)の交

換パーティーが主体みたいなレースです。

今までレースに出たことのない人，しばらくレース

から遠ざかっている人，古いフネでとてもレースなん

て･･･…と考えている人，みんな気軽に参加して下さ

い.ノ

《
』

■帆走指示書

適用規則1981～1984年IYRR競技規則

乗員数制限なし

本部船8月6日艇長会議で通知する

レース艇レース艇は赤いリボンをスタート10分前

からレースが終了するか，リタイヤーす

るまでの間，バックステーに掲げなけれ

ばならない。

リボンは出艇申告時に渡す。

抗議抗議は受け付けない。

タイムリミットスタート後6時間

レースの中止荒天の場合はスタート前に限ってレース

を中止する。

参加料は返還しない。

信号スタート10分前（予告信号）

F旗展開（本部船マスト）

スタート5分前（準備信号）

P旗展開（本部船マスト）

スタートF旗P旗降下(本部船マスト）

スタート時刻延期

回答旗展開（本部船マスト）

レースの中止

N旗展開（本部船マスト）

ず雪三化ゼネラルリコールが行われた場合には，
本部船に回答旗を揚げ，号笛短音を連続

して発する。この場合には，再スタート

は15分後とする。

帰着申告フィニッシュをもって帰着確認とする。

リタイヤー艇の届出に関しては艇長会議

で指示する。

■実施要綱

主催日本ミニトン協会

協賛NORC葉山フリート，江ノ島フリート

レース日時昭和58年8月7日旧）スタート:1100

レースコース葉山沖→江ノ島(反時計回り)→佐島電々

ブイ（反時計回り)→葉山沖

参加資格ミニトンクラスおよびオセアン22,ベラ

24，オセアン25,レブドメール23,エク

メドメール,TK25,ST25,C&C23,

ヤマハ25,など，1/4トン（含まず）以

下の艇

レース・交歓パーティーの参加申込

申込先日本外洋帆走協会(NORC)

東京都港区虎ノ門1-15-16船舶振興ビル

〒105電話03-504-1911

申込害各ハーバーフロント，または各ハーバー

世話人のところにあります。

参加料一艇につき2,000円

鬘テ‘畳’人につき3,000円（記念品込）
申込締切7月25日，レースのみ参加の場合は当日

1000まで

艇長会議・交歓パーティー

曰時8月6日(i)1800~

場所葉山マリーナ

。＝可
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第2回横浜どんたく

第1回洋上アトラクションイベント

ZONDAG横浜港山下公園前および金沢沖海面6月4日(土)~5日旧）
ブ,浦安セーリング・クラブ,木更津ドルフィン・ヨッ

ト・クラブ，油壺ほか多くのマリーナーから，そして

船橋海洋スポーツ協会より船橋市長のメッセージを携

えて,50隻のクルーザーが見事に1列に編隊を組んで，

その長さは2キロ半にも達し，入港して来ました。そ

して，山下公園前の陸上特設ステージでは，〈アップ・

アップ〉号の艇長，前田武彦さんの総合司会により，

一艇ずつ参加艇が紹介されました。ヨットはメイン

セールを上げるデッキワークを市民に披露して，大観

衆の前での晴れ姿です。パレードは30分におよび，メ

インセールを上げたヨットの列が続きました。

1200,0.P.30隻により，山下公園の大観衆の目前

にトライアングルを設置しました。前田武彦さんと土

井悦さんの実況中継で“みなとみらい21''横浜市長杯

争奪ジュニア・ヨートレースが2レース行われ，葉山

ブルーアンカークラブの宮本大介君が総合優勝とな

り，横浜市長杯，トンガフレンドリー杯を受けました。

来年，トンガ王国に招待される予定です。また，将来，

サンジエゴ市とのヨットの子ども達の交歓をしようと

いう話も始まっております。

次は海洋少年団です。一隻のカッターがオールさば

きも軽やかに入ってきました。山下公園には100人の

海洋少年団が整列し，前田武彦艇長にカッターからの

栄誉礼として「かい立て」が行われ，手旗信号による

メッセージが送られ，元海軍くアップ・アップ〉号の

船長も敬礼の挨拶をしながらコーフン気味でした。

そして，今度は，ウインド・サーフィンです。次期

オリンピックの種目に入り，日本ウインド・サーフィ

ン協会の皆さんも張り切っております。同協会の馬場

さんの紹介により次々に妙技を展開，大観衆を魅了し

ました。

陸'二ではカヌーの組み立て実演が始まり，カヌーの

盛

横浜港

大成功〃「横浜どんたく」洋上アクション・イベン

ト。上の写真はどこの国の風景でしょう？このよう

な質問をすればシドニーか.／サンフランシスコか.／

コートダジュールか.／･･…･と，この風景はヨコハマで

す。山下公園前の「横浜どんたく」洋上アクション・

イベントの一カットなのです。横浜では今，“みなと

みらい21''プランを発表し，未来都市の建設が進んで

おります。そんな中に“海は友達，港はぼくらの誇り”

をキャッチフレーズに横浜港をもっと身近に私たち庶

民の中にとりもどそうという願いをこめて，「横浜ど

んたく」洋上アクション・イベントのオープニング・

セレモニーが始まりました。

まず，ヨット〈イントレピット〉号がミクロネシア

方面から6カ月間のクルージングを終えてllOO山下公

園前の大観衆の中に姿を表し，消防艇く横浜丸〉の放

水が始まり，花火がいっせいに鳴り響きました。1125

陸上イベントの大パレードの始まりとともにヨット50

隻による大洋上パレードが開始されました。NORC

横浜フリート，横浜市民ヨットハーバー，横浜クルー

ジングクラブ，走水防大ヨット部，金沢マリン・クラ

《
』

q服装も決まっている外人ちびっ子

▼カッターからの「かい立て」

▲総合司会の前田武彦氏と

ちびっ子セーラー



出番です。神奈川カヌー協会の尾喜さんの紹介で,15

隻のカヤック，インデイアンカヌーなどが次々に漕法

を実演。特にエスキモー，ロールのショーは，皆息を

のみました。20～30秒間ロールオーバーし，その船底

に「横浜どんたく」の文字が写し出され，拍手喝釆で

した。

沖合では，前日より来港し，夜には横浜市民にイル

ミネーション姿を見せた日本最大のヨット，〈シナー

ラ〉号が一般公開され，千数百人の申し込みから抽選

で港内一周のサービスが行われました。陸上パレード

も横浜市長を先頭に山下公園に入場して来て「横浜ど

んたく」も最高潮です。

そして洋上イベントの最後を飾るのは水上スキーで

す。“アマゾネス”グループの鹿島さん率いる女性達

を中心とした10数人の水上スキーの一斉パレードで

す。川崎JCのく太陽>,シーポニアのく太陽>,横浜

市民ヨットハーバーのくつる〉号に曳航されたスキー

ヤー達の妙技に満場の観衆が酔いました。

一方，金沢沖に集結したヨット62隻は,1350スター

ト。“みなとみらい21''横浜市長杯争奪ヨットレース

が行われ，おそらく，62隻によるトライアングルレー

ウインドサーフインカヤック

〈シナーラ＞の前を水上スキーで

スは日本でもまれに見ることだと思われます。同

レースはNORC横浜フリートのくミセス・メデュー

サ〉の優勝となり，横浜市長杯と優勝盾および東芝の

ビデオ・デッキが贈られました。

この日一日，日ごろ身近な所では見られない我々海

洋スポーツが，市民の目の前で一大ページェントとし

て展開され，大きな感動を写したことは間違いありま

せん。横浜に“海”があるんだ，“港”があるんだ，

と観衆が意識していただければ大成功です。そして数

百人の海の男たちが結集して見事にこの歴史的イベン

トをやりとげました。この実積は大きいものと思いま

す。これまでにあたって，海上警備をしていただいた，

横浜海上保安庁，水上警察消防署および消防艇く横

浜丸>，そして横浜港の出入港をストップしていただ

いた横浜港湾局およびパイロット協会と，港に働くす

べての絶大なるご後援とご理解とがあったからこの洋

上イベントが成功致しました。感謝の気持でいっぱい

です。来年度の「横浜どんたく」洋上アクションイベ

ントは我々海洋スポーツのみならず，この港に働く人

達にもぜひ参加していただき，横浜港の真の“港まつ

り”に成長させていただきたいと思っております。

横浜市政調査会・斉藤孝

NORC横浜フリートキャプテン・藤森紀明

’
《
！

筐
第10回大島ランデブー

(記念大会)のお知らせ

夕込

NORC協会ニュース

日時8月13日仕),14B(日）

場所大島波浮港集合

スケジュール

8月13日出10時波浮港集合

12時参加希望者により島内一周観光

13時郷土料理屋にてオーナー会

18時30分大島ランデブーパーティー

8月14B(日）自由解散（希望者は新島若郷へクルー

ジング出発）

参加艇料一艇3,000円（準備費）

参加料男性一人4,000円女性一人3,000円

問い合わせ先

藤森紀明TEL(045)781-8228まで

海技免状引き換え

(就業範囲変更)申請手続
◎申請書は，｜日免状を受有している者が，これと引き

換えに新免状の交付を受けるときに使用します。

なお，免状の引き換えと併せて就業範囲の変更を申

請する場合にも申請書を使用します。

◎|日免状受有者および昭和58年4月30日現在旧試験に

合格していて未だ免許を受けていない者は，この日

から5年間に就業範囲変更の申請をした場合は，旧

職員法の規定による就業範囲のほか，同じ資格の新

職員法の規定による就業範囲を，その就業範囲とす

ることができます。
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(1)申請書類の提出先

もよりの海運局(支局を含む）または海運監理部(沖

縄の場合は，沖縄総合事務局）の船舶職員課

(2)提出書類（免状一種類について一式必要）

①海技免状引き替え（就業範囲変更）申請書

②引き換えをする旧免状（旧免状をなくした人は，

その事実を証明する書類）

③海技免状用写真票（写真貼付）

④就業範囲の変更申請を同時に行う場合は，就業範

囲変更申請に必要な移行講習の課程を修了したこと

を証明する書類〔旧資格が乙船長（乙機長）から丙

航士（丙機士）の場合に限る｡〕

⑤委任状（海技免状の受領を他人に委任する場合）

(注)1.所定の引き換え期間内に引き換えられなかっ

た免状は，施行日から5年間は新免状とみなさ

れますが，その後は，免許自体は有効ですが，

免状は無効となります。この場合は，船舶職員

として船舶に乗り組むためには，免状再交付の

講習を受けたうえで改めて新免状の交付申請を

行う必要があります。

2．こつ以上の旧免状の交付を受けている場合

は，いずれか早い方の引き換え期間内に他の免

状についても一括して新免状に引き換えること

ができます。

3．長期間の乗船その他やむを得ない事由によっ

て，所定の引き換え期間内に引き換えできな

かった者は，期間経過後であっても，昭和63年

4月29日までは，｜日免状と引き換えに新免状の

交付を受けることができます。

4．免状を本人が受領する場合は本人の，代理人

が受領する場合は代理人の，印鑑が必要です。

5．申請から交付までには若干の日数がかかりま

す。

6．引き換え期間は，本誌4月号7ページの記事

のとおりです。

7．「海技免状引き換え申請書類一式」は，海事

図書販売書店（例えば船舶振興ピル地下書店な

ど）で売っています。一式200円。

会費納入のお願い
NORCの会員で，昭和57,58年度年会費をまだ納

入されていない方々が散見されます。大至急納入下さ

るようお願い致します。

振込銀行住友銀行虎ノ門支店㈱日本外洋帆走協会

普通口座番号,289150

会で特訓した会員約30人も受験しましたが，手答えは

十分にあった様子で，結果発表が待たれています。引

き続き8月期の電話級通信士の勉強会もNORCで開

催されています。

12月期の特殊無線技士(申)と(国際級)と2月期の電

話級通信士受験勉強会も予定しています。願書締切日

が10月と12月ですが，本誌発行日までに正式発表が間

に合わないこともありますので，そのころになりまし

たら，近くの電波監理局かNORC事務局に問い合わ

せて下さい。

、

計測委員会より急告:
好斗

IOR

1．バンプ・ホロー（ルール103.3）

昨年のパンナム・クリッパーカップ以来，バンプ・

ホローが取りさたされています。まだホローがある艇

を見受けることがあります。計測委員会では発見次第

オーナーに連絡しておりますが，自艇をもう一度，た

めつすがめつ眺めて下さい。疑問がある場合には，直

ちにご連絡下さい。

2．搭載物件目録くインベントリー〉（ルール107.2B

およびAppendix3)

’82年から塔載物件目録がレーテイング証書の一部

になっています。取得している艇は直ちに計測委員

and/orlORメジャラーに申告して下さい。また，オー

ナーが変更になった場合は，証書は自動的に無効とな

ります（ルール102)ので，直ちに申告して下さい。

3．オーナーの責任く義務〉（ルール106)

計測ルールも，レースに参加する場合,レース・ルー

ルと同様に必須の知識です。少なくともオーナーの責

任の項を熟読して下さい。

計測前および計測中のオーナーの責任（ルール107)

計測後のオーナーの責任（ルール108)

レース中のオーナーの責任（ルール109)

もしご要望があれば，計測ルールについての講習会を

開催することも考慮致しますので，ご意見をお寄せ下

さい。

4．ダブル計測（'82年ORC議事録13.6.3)

海外レースに参加される艇の計測データ再チェック

をアナウンスしてきましたが,ORCでも取り上げら

れ，インターナショナル・チャンピオンシップには，

ダブル計測が望ましいということになりました。海外

レースに参加を計画されている艇は，必ずご連絡下さ

しlo

a■

《
〉

通信委員会からのお知らせ
JOR

本誌3月号にアナウンスした通り，今年の烏羽レー

スから,SIT(簡易傾斜テスト）の入った新しいレー

去る6月17日特殊無線技士〔今回新設の(国際級)]

の国家試験が行われ，関東電波監理局（東京地区）で

約50人が受験しました。通信委員会主催，岩瀬氏勉強

(33）
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ティングを持っていることが必要です。

5月31日現在の各地の計測の現況は次の通りです。

計測済申込済連絡先・氏名

関東支部2510伊藤静美0467(74)1800

駿河湾支部05西田兼義03(941)2405

東海支部23花川幸一郎052(582)5511

近北支部2田中康一郎0774(44)3871

〃 深田敏雄075(681)3171

内海支部10飯塚功二07992(4)1694

〃 田中龍雄0722(62)8651

西内海支部O松本明雄082(244)4655

玄海支部l斉藤彰夫092(801)5151

沖縄支部本部事務局

烏羽レース以後のレースにもSIT計測の入った

JORが使われますので，まだ受けていない艇は速や

かに申し込みを行い,SIT計測を受けて下さい。

（’84年度からは，従来のJORは発行しない予定で

す｡）

浮標式変更のお知らせ

日本の浮標式が変更されることは本誌（昭和57年12

月号および58年3月号）で紹介しましたが，海上保安

庁では本年7月，東京湾から変更に着手し，以後，伊

勢湾，瀬戸内海と順次作業を進め，昭和64年，日本海，

東北地方，北海道を最後に変更作業を完了させること

となりました。

さしあたり，本年の変更予定はおおむね次のとおり

ですのでお知らせします。

58年7月京浜港東京区

8月京浜港横浜区（根岸沖を除く）および川崎

区，日立港，鹿島港浜岡

9月浦賀水道航路，中ノ瀬航路

10月京浜港横浜区根岸沖，横須賀港，久里浜沖

11月千葉港船橋沖，千葉沖，五井沖

12月千葉港千種海岸沖から南西へ木更津沖，富

津沖まで

59年1月三崎港，佐島沖，富浦，安房小湊父島

なお,NORC本部では社団法人灯光会発行の小冊

子「浮標式の変更＝東京湾およびその周辺」（カラー

図解22ページ）を会員の方に無料でさしあげておりま
すのでご利用ください。

NORC領布物品のお知らせ

NORCでは会員の強い要望により，レーシング・

キャップ．を製作いたしました。ご希望の方はNORC

事務局までご連絡下さい｡(電話03-504-1911～4)なお，

紺50,白50の限定頒布とさせていただきます。

価格会員2,000円，会友2,500円（送料は別）

非会員には頒布いたしません。

C弓ブ

‘U麺

ﾇ13白

I3つ11-制弐、

＊

④新らしい海上衝突予防法（付：主要改正点）

定価500円送料240円

⑧灯火および形象物の図解

定価100円送料170円

いずれもカラー刷り図面付き。定価送料とも現金ま

たは定額小為替で申し込んで下さい。ただし，④，⑧

同時申し込みのときは送料240円で結講です。

＊

6月号に引き続き，次の方々のブレザーが出来上

がってまいりました。NORC事務局までおいで下さ

い。（会員価格：47,000円）

（☆八木，高木，中馬，二宮，永野，藤田，斉藤浅河，

佐々木，塩川，☆岡田の各氏，なお，☆は郵送した方

です｡）

また小笠原記念Tシャツは6月15日をもって締切ら

せていただきました。申し込まれた方々には入金され

しだい発送または手渡しさせていただきたます。

〔二村，佐藤馬場河辺，富田，佐藤(久)，竹島

小野，茂手木，厚木AY.C.,下津，菊地高辺，は

ぎいわ’森本，滝沢，大森，能村，田中，とくなが，

小林，佐々木，川畑の各氏です｡〕

下記までご送金下さい。送金されしだい発送いたし

ます。

振込先：住友銀行虎ノ門支店・普通口座No.289150

（社)日本外洋帆走協会

Tシャツ：会員1枚2,000円

（送料は1枚につき250円）
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1部定価300円（郵送料45円）

禿行社団法人日本外洋帆走協会

東京郁港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

'IIj話・東京03(504)1911-3〒105

郵便振替番号2‐21787

印刷正進社印刷株式会社

へ

へ
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マ イクロレーダ衛星航法装置

小形、軽量のコンパクト設計です。新開発の専用LSlを採用、超小形です。

高輝度、ブライトディスプレイです。見やすい大形液晶表示、防水パネルです。

レーダ干渉除去回路内蔵しています。航路のズレがわかる航路偏位表示です。

装備はきわめて簡単に取付られます。記憶データ保持、水晶時計内蔵です。

ロランC航法装置世界の>毎(二世界の船{二

完全自動て､緯度・経度表示されます。

多面的に利用できる余裕の記憶容量です。

針路・速度、距離・方位、所要時間表示。

豊富な機能で超小形・軽量・低消費電力。

東京都港区赤坂2丁目’7番22号
（赤坂ツインタワー本館5階、6階）

〒'07．電話（03）584-2411（大代表）
大阪・札幌・仙台・清水・名古屋・神戸・広島・福岡・

長崎・塵児島・釧路･八戸･盛岡・会津若松・新潟･北陸

舞鶴・尾道・呉・佐世保・高松・熊本・沖繩・稚内・

根室・函館・小泊・釜石・小木・焼津･伊勢・香住･境港

紀伊勝浦・萩・高知・土佐清水・津久見・牛深・南郷

お問合せは第2営業部

●海外営業所
ロンドン､ニューヨーク、ｼｱﾄﾙ、'ﾉｵヂジｬﾈｲﾛ､ジｬｶﾙﾀ､

クアラルンプール､マニラロッテルダム､ラスバルマス､パラマリボ

３２１
－
Ｖ５日・

’

tIヨ9ヨ'1521群
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ヤマハ331はレーサークルーザーとl-yて評価の高いヤマハ33の海外モデルをベースに誕生｡クラブレーサーとじて十分な性能は､クルーザーに求

められる機能はどうあるべきか｡理想を追求し､数かずのレース経験とヤマハの先進技術をおしみなく投入したヤマハ3311.微風時にはわずかの風

も逃さず滑らかな帆走性患中･強風時にはグングンと加速度を増すﾉJ強い走行'性を発抑｡凪を選ばないオールラウンドな走りには､海外での実績

が息づいていま魂キャビンはドｿｸﾂ､ウスを高くし､ﾍｯドルーム1.90m､最大噸3.36mと余裕ある空間を実現｡キﾔﾚ三ナビケ帯一ﾀー ｽぺー ｽ､化粧室、

ハンギングロッカー、大型サイドシェルフな

ど海の生活に必要な要素を機能的に配置。

長距離航行を配慮し､室内の隅ずみまで快

適さを求めました。レース派の熱望に応える

帆走性能、クルージング派の期待に応える

居住性を達成して、いま日本のヨットマンに。

MMAM-冊Ⅱ
主要諸元・全長'0.'3m／水線長8.20m

全幅3.36m／吃水|､90m/船体重■4,872k9/バラスト重量1,968k9

全ｾｲﾙ面積45.73mシ補機'5馬力／バース数7名／航行区域遠洋

定員12名（近海以上8名)//燃料タンク容量701/清水ﾀﾝｸ容量'702

簿諒;駕霊薔畿獺県鴬砿瀦洲ⅧMAHA▲ﾒｲﾝｷｬﾋ‘ﾝ(左舷のﾘｰボｰドｷｬﾝパｽは工喝特峨）


